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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
恵
福
園
」

で
は
、
つ
ぎ
の
要
綱
で
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

　
十
日
町
地
域
広
域
圏
（
中
魚
沼
郡
、

十
日
町
市
）
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍

を
有
し
、
か
つ
通
勤
可
能
な
人

職
種
及
び
人
員

生
活
指
導
員

事
務
員

看
護
婦

寮
父
母

栄
養
士

調
理
員

介
助
員

用
務
員

　
　
女
子
一
名

女
子
一
名

女
子
三
名

男
子
一
名
・
女
子
十
五
名

一
名
（
性
別
問
わ
ず
）

三
名
（
　
　
〃
　
　
）

男
子
一
名

男
子
一
名

3
月
分
乳
幼
児
検
診
・
育
児
相
談
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

3
自
月
4
日

　
（
水
）

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52

年
9
月

生
れ
の
人

域全

）
い

紙
さ

す
用
下

ま
ト
で

り
一
い

送
ケ
お

を
ン
は

書
ア
た

知
（
か

通
　
　
の

診
　
月

検
　
当

み
　
該

の
　
　
も

診
　
　
て

検
　
く

児
　
　
な

月
　
　
が

力
　
知

6
　
通

歳
　
人

1
　
個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

3
月
13
日

　
（
金
）

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

54

年
9
月

生
れ
の
人

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

3
月
2
5
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

55
年
H

生
れ
の
人

育
児
相
談

3
月
5
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半

～
3
時
半

吉
田
就
業
改
善

セ
　
ン
　
タ
　
ー

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

吉
田
地
区

3
丹
12
日

　
（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

3
月
16
日

　
（
月
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

3
月
1
8
日

　
（
水
〉

中
条
公
民
館

中
条
地
区

3
月
1
2
日

　
（
木
）

十
日
町
公
民
館

55
年
7
月

～
9
月
生

れ
の
人

（
該
当
外
で

も
相
談
の
あ

る
人
）

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

f
区

申
込
み
方
法
　
所
定
の
採
用
試
験
申

込
書
（
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
あ
り
）

に
本
人
自
筆
に
よ
り
申
込
む
。

申
込
先
　
〒
九
四
九
－
八
二
　
中
魚

沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
　
津
南
町

役
場
内
　
社
会
福
祉
法
人
つ
な
ん
福

祉
会
事
務
局
（
8
0
二
五
七
六
ー
五

ー
三
一
一
一
番
内
線
一
六
）

締
切
り
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
二
十

日
働
必
着
（
当
日
消
印
有
効
）

そ
の
他

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉
事

務
所
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

一
五
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

…
3
月
の
休
日
救
急
医
　
…

一
1
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
　
一

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
7
6
番
｝

一
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
一

…
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番
…

…
8
日
　
池
田
医
院
（
本
町
酉
）
　
　
…

…
　
　
　
　
8
2
の
2
5
8
1
番
㎜

一
1
5
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
　
一

…
　
　
　
　
台
2
の
2
1
7
4
番
…

…
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

…
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番
　
一

一
21
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
　
一

…
（
春
分
の
日
）
　
8
2
の
3
2
6
9
番
…

…
2
2
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

…
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番
…

…
2
9
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
　
皿

…
　
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番
…

・
静
琴虫歯の予防に手作鱗のおやっを！

　　　　　ミ轡クスパン

　　　　も　　ヂ
纏撚熱叢縣薪
　㌔
　　　　’（茎2。玉縄分）

作噸、方

⑦卵、レ愚ン、はちみつ、水1カッ

　ヅをか毒議癒て泡だて、チーズぎ

　干しブドウを入れまぜ合わせてお

　く。

②小漢粉、．砂塘、スキムミルク、塩

　ベー洋ング解ウダーをよくまぜ合

　わ嚢る。　穿

③①と②鳶ミ卿スして蒸器に入

れ30～40分蒸す．

　停電のお知らせ
　▲3月11日困　午前9時～午後
1時まで　土市第3の1部、土市

第2、太田島第3

轄
懸

　
篇
・

（沁人分）

分量
2009

409

　409
大さじ3

　2コ
大さじ1

小さじ1

　509
少　々

大さじ1

　韮’
材料と分鷺

材料
小麦粉
プロセスチーズ

スキムミルク

砂　 糖

　卵
はちみつ
レモン汁
干しブドウ

　塩
ベーキングパウダー

住　　所 氏　　名 保護者

本　町　　4 大　島　　梓 明

袋　町　東 小川　　貴弘 康　雄

下条本町 斉　藤　　学 正　男
稲荷3本通り 根津　　浩之 洋之介

川　原　町 小林　　文子 憲　次

高田町3西 羽田　貴夫 等

中条八幡 遠田　麻里 富　二
四　日　町　1 白川　　智樹 洋　平ひ

上　　　　原 大熊由香里 秀　樹

中　条　島 小林　裕史 昭　司
伊　達　　1 宮島　武男 政　男
土　市　　5 大口　智美 国　義
土　市　　5 宮沢　　陽子 日出男．

妻有町西1 玉村　　泰子 三　郎’

高田町　2 関口奈央子 伸　男

美雪町3 上村　　一成 夏　夫
原 水落　　秀人 栄　作

土　市　　1 竹内　節士 節　男

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　皿　　　　一　　　　　『　　　　　『　　　　一　　一　　　　一　　　『　　　　　一　　　闇一

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○
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水
田
再
編
対
策
要
項
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
五
十
六
年
度
・
二
七

　
五
十
三
年
か
ら
の
第
一
期
水
田
再
編
対
策
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
市
の
目
標
面
積
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
一
期
対
策
が
終
了
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
米
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
ず
、
新
た
に
、
五
十
八
年
度
ま
で
の
第
二
期
対
策
の
実

施
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
第
二
期
対
策
に
あ
た
り
、
将
来
の
農
業
情
勢
を
考
え
、

一
時
転
作
で
な
く
、
永
久
作
や
畑
作
の
産
地
化
を
図
り
、
大
豆
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
市
の
地
域
振
興
作
物
に
据
え
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
、
市
の
単

独
助
成
制
度
も
発
足
さ
せ
て
い
ま
す
、

　
市
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
二
期
対
策
と
し
て
、
国
全
体
で
　
六
十
七
万
七
千
診
に
決
め
、
市
に
対

は
、
米
の
調
整
数
量
を
毎
年
三
百
二
　
し
て
は
、
転
作
目
標
面
積
は
耕
作
面

十
万
ト
ン
、
転
作
目
標
面
積
を
全
耕
　
　
積
の
十
二
・
六
％
に
あ
た
る
二
百
九

作
面
積
の
二
十
三
・
七
％
に
あ
た
る
　
十
七
・
二
診
。
政
府
買
入
限
度
数
量

　
　
㎜
甫
鳳
民
響
酬
語
器
刷
圖
劃
鴨
開
桶

無麗

四
月
一
日

午
後
三
時
～
七
時

言、毛『凝鳳

　　　　　　羅

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室

　
市
民
と
語
る
日
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
七
十
八
組
、
四
百
三
十
一

人
の
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
内
や
団
体
、

個
人
の
考
え
で
も
何
で
も
ご
提
案
く

だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
と
ご
連
絡

は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
－
三

一
二
番
内
線
二
三
六
）
へ
。

は
　　、

五
十
六
年
度
に
つ

冷
害
を
考
慮
し
て
、

六
十
三
万
一
千
診
と
し
、

に
は
、

っ
て
い
ま
す
。

一
戸
あ
た
り
、

　
ま
た
、

万
千
九
百
六
十
一
俵
で
、

均
三
十
二
俵
、

俵
の
減
に
な
り
ま
す
。

市の転作目標薗積と実績

ノ¢ジ

実績つ

「…’

解‘！

L．

締
　
○ φ

●
　
O
o
　
鼻
，
輪
一
鎖
標

”威

9鞭，

P鱒レ●卿

揖標

o　●

蝋9

3ワ乙

o　・一　■

揖標

1銘ジ

葬士魏だ韓魏皆縮三3ξ
す年俵度　と　五の一度　と　万　　　いて減
oにで数な四面診比し六国て　らの　タヘ
　比　’量　り　㎡積の三　’千全はれ九　んク

嶺離聾雰姑縫麻引　・家　　　　＿農　と　・町　ら　　年ま千
　三平十　　三家な二市　し転のす七
　　　　　　　　　　　　　〇

　　　転作臼標薗積と限度数量
’　。

実績

陰3．’

？6・

臼標，

1

区　分

転作箒爵標簾積・
事麟亮9渡し縁度数糞｛単位千玄米㌧）

実績

‘劒

55年度

目　標

第2期対策 2期転俸
55奪響

命計

第2期対策の合計
単位
（h6）

新島標 騨度1隈
りの欝標 鴛蝋

織
り
媚

新鼠標 56寧度限
りの敬糞

ρ，

目標

”9．

目標

全　　国 　㎞535，2綴5 　　㎞677，00σ 　　b63三，¢00 23．7
一
2
2

．玉 　鑑7，550．0　　馨7，350。

（一6．4％ン
　　t7，60ゆ

く一3．2％）

新潟県 玉6，82酪 25，030 24，200 14．7撫．2 621．9 　585．
（一5．8％》

　590．
（一5．玉％〉

年　53　54　55　56　57　58
十日町市 1961

　297．
目標対比（5｝．5》

績対比（32．1）

　27三
穏標婦滋38．2
纏短地（20．5

12．6U．5 　俵玉06。122
99，706

（一6．0％）

　　俵10主，961
（一3．9％）

㎞
．
鋤

鋤

㎜

脚

脚

㎜

180

茎60

墓40

蓋20

100
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第
二
期
対
策
の
あ
ら
ま
し
は
、
基

本
的
に
は
第
一
期
と
同
じ
で
す
が
、

主
に
つ
ぎ
の
点
が
改
正
に
な
り
ま
す
。

一
、
団
地
化
、
加
算
制
度
新
設

　
地
続
き
の
転
作
団
地
を
作
り
、
転

作
の
定
着
を
一
層
進
め
ま
す
。

二
、
地
域
振
興
作
物
の
選
定

　
適
地
適
産
の
考
え
に
基
づ
き
、
そ

の
地
域
の
条
件
に
合
っ
た
作
物
を
選

び
、
そ
れ
を
特
産
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。

三
、
永
年
性
作
物
を
面
積
計
算
に

　
果
樹
、
桑
な
ど
は
、
三
年
を
経
過

し
た
も
の
に
つ
い
て
面
積
計
算
さ
れ

ま
す
。
（
奨
励
補
助
金
は
対
象
外
）

四
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
一
般
作
物
扱

　
い

　
従
来
は
永
年
性
作
物
で
、
奨
励
補

助
金
が
打
ち
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

年
限
が
廃
止
さ
れ
、
か
つ
一
般
作
物

扱
い
に
な
り
ま
す
。

五
、
農
協
等
へ
の
水
田
預
託
期
間
の

　
　
延
長

　
年
限
が
三
年
か
ら
六
年
に
延
長
さ

れ
ま
す
。

六
、
奨
励
補
助
金
の
減
額

市
の
基
本
的
な
考
え
方

　
市
で
は
、
水
田
利
用
再
編
対
策
協

議
会
と
の
協
議
を
も
と
に
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
を
含
め
た
魚
沼
地
域
は
良
質

米
の
生
産
地
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
幹

と
し
な
が
ら
畑
作
振
興
を
は
か
り
、

米
＋
畑
作
、
畜
産
、
養
蚕
な
ど
の
安

定
し
た
生
産
性
の
高
い
複
合
経
営
型

の
農
業
を
目
指
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
第
二
期
対
策
と
し
て
は
、
第
一
期

対
策
の
体
験
を
足
が
か
り
に
、
話
し

合
い
に
よ
る
生
産
の
組
織
化
、
集
団

化
、
地
域
振
興
作
物
の
拡
大
と
定
着

を
は
か
り
、
「
働
く
も
の
が
報
わ
れ
る

農
業
」
を
目
標
に
、
そ
の
実
現
に
努

め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
重
点
事
業

　
集
団
転
作
促
進
事
業

　
集
落
、
農
区
、
生
産
組
織
単
位
に
、

集
団
化
を
図
り
、
計
画
的
な
転
作
の

定
着
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

　
（

　
転
作
推
進
委
員
設
置

　
前
記
事
業
促
進
の
た
め
、
必
要
に

応
じ
、
重
点
地
区
に
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
振
興
作
物
奨
励
事
業

　
畑
作
振
興
と
の
関
連
か
ら
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
大
豆
を
重
点
作
物
と
し

て
選
定
し
、
生
産
、
流
通
、
市
場
対

応
、
安
定
的
拡
大
を
め
ざ
し
地
域
特

産
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
図
り
ま
す
。

　
種
苗
確
保
と
土
壌
改
良
対
策

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
と
拡
大
の

た
め
に
必
要
な
種
苗
と
土
壌
改
良
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

第2期の奨励補助金と市の加算額
（単位円）

加算額 市奨励加算額
備　　考区　　分

基本額
平均 地域振興

作物加算
計算
加算

団地化

加算
面積
加算

出荷奨
励加

転
作
奨
励
補
助
金

特
定
作
物

大　　　豆 50，000 10、 5，000 15，000
大豆、そばは実取りの
もの

飼料作物・
麦・そば・
てん桑

50，

6．5

　～

10，

1α
飼料用青刈稲は確実に
畜産農家と供給契約を
結んだもび）に限る。

永作
年
性
物

果樹・桑・
その他木本
性作物等

50，

13，500

平均
101

一
般
作
物
等

特定・永年
性以外の作
物等

35，000 5，000

　～

10，000

平均
7，500

7．5

　　　　　は
区城外で転用必要
水田養魚は新規田又は
54年度から実施
過去の水田養魚池は転
作すれば適用される
林地、水田養魚、養魚池

農業叛施設騨…3

アスパラガス 30， 5，000 7．5 5，000 4，000 市の地域振興作物です

野　　　菜 30，000 7，500

管奨
理励
　補
転助

作金

転作の場合 35，000 7．5

保全管理の
場　　　合

35，000

農協へ預託したものは
第2期では6年まで補
助金がでます．4年目
以降のものは30，000円
新規のもグ）については
35，000円

土地改良
通年施行
補助金

土地改良事業
の通年施行

35，000

　
経
営
近
代
化
施
設
整
備
事
業

　
転
作
等
（
主
と
し
て
大
豆
）
に
必

要
な
機
械
施
設
の
導
入
費
に
対
し
て

一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。
（
集
団
転
作

地
区
を
重
点
に
）

　
以
上
の
事
業
の
ほ
か
、
米
の
消
費

拡
大
推
進
事
業
、
畑
地
化
排
水
事
業
、

飼
料
作
物
生
産
推
進
事
業
、
銘
柄
米

良
質
米
生
産
推
進
事
業
、
野
菜
価
格

安
定
事
業
を
行
い
ま
す
。

国
の
奨
励
補
助
金
と

　
　
　
　
　
市
の
加
算
額

　
国
の
奨
励
補
助
金
の
種
類
は
、
第

一
期
の
時
と
大
幅
に
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
額
が
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
奨
励
補
助
金
は
、
従
来
の
加

算
方
法
を
根
本
的
に
見
直
し
、
大
豆

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
重
点
に
、
国
の
奨

励
金
に
上
乗
せ
し
て
、
市
独
自
の
奨

励
金
を
上
表
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。
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第
二
翠
畿
響
響
し
方

　
転
作
目
標
面
積
と
限
度
数
量
の
配

分
に
つ
い
て
は
、
前
年
ど
お
り
の
算

出
方
法
で
実
施
し
ま
す
。

　
出
荷
実
績
は
、
昨
年
冷
害
で
あ
っ

た
た
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
強
い
要

望
も
あ
り
、
昭
和
五
十
五
年
産
米
の

出
荷
実
績
を
除
き
、
五
十
三
年
、
五

十
四
年
ニ
カ
年
の
平
均
出
荷
実
績
を

採
用
し
ま
し
た
。
転
作
目
標
面
積
の

算
出
に
あ
た
っ
て
は
五
ラ
ン
ク
の
被

害
度
判
定
基
準
を
決
め
て
軽
減
し
ま

市奨励補助金

し
た
。配

分
の
や
り
方

　
前
記
の
方
法
で
計
算
し
た
部
落
別

限
度
数
量
及
び
転
作
面
積
を
三
月
二

十
八
日
の
農
事
連
絡
員
会
議
を
通
じ

て
お
届
け
し
ま
す
が
、
そ
の
際
に
、

「
参
考
資
料
」
と
し
て
個
人
別
明
細

表
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
農
事
連

絡
員
、
部
落
推
進
委
員
を
中
心
に
部

落
内
の
調
整
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　補助対象
補助区分 大　　豆 鵬アスパラガス その他 備考

面積

加算

昭佃奔作付見込面積 30ha
新植
　　12．5ha

加　算　額（定額） 5，000円 5，000円

出荷奨
励（共
選費）

加算

昭和56年出荷見込
数　　量　（60kg） 250袋 25，700束

田・畑

同　様1袋（1束）あたり

加　　　算　　額

　4，000円
（10鳶鵠円）

　　3円
（10鵬誌円）

種苗費

補助金

植栽見込面積 一 12．5ha

補　　助　　率 去

経営近代化施設整備

費（大豆機械）補助金

中耕畦立機

脱　粒　機

選　別　機

乾　燥　機

15台
一

集団転作促進事業費

（育成費）補　助　金

1集団あたり　　30，000円

　（2・3年目　　20，000円）

部落推進費補助金 一 一

1集落
平均

20．000円

土壌改

良費補

助金

改良見込面積 一 12．5ha

補　助　率 一 去

再編対策実施日程表

期　間 実施事項 内　　　　　　容

●農事連絡員会議を開催し、仮
3月28日 仮　配　分

配分を行う。

3月29日
●個々の実情に応じて部落内あ

～
部落内調整及び集

団化の話し合い

るいは部落間の調整をはかり、

集団化の方向で話し合っていた
，4月25日 だきます。

●調整後の限度数量、転作面積

●昭和56年度水田
を記入した一覧表を提出してい

利用再編対策個人
ただきます。

4月25日
別明細表

●転作面積に応じてひとりひと

●転作計画書（確
り転作計画書を提出していただ

認野帳）を市農林
きます。（提出がないと補助金が

課に提出
受けられません。）

4月25日

管理転作預託申込

書（市農協各事業

所に提出）

●農協に管理転作を希望される

かたは、「管理転作預託申込書）

を各事業所に提出していただき

ます。

●部落内調整の結果をもとにし
6月上旬 正式配分

て、正式配分を行います。

6月下旬 ●転作計画書に基づき現地確認
～ 現地確認

7月上旬
を行います。

8月中旬 ●8月中旬頃概算払い（50％）予定

　及び

12月下旬

奨励補助金の交付 ●12月下旬頃精算払い（50％）予定

集
団
化
に

　
　
一
層
の
努
力
を

　
第
二
期
対
策
で
は
、
新
た
に
団
地

加
算
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
一
・

○
八
診
以
上
（
山
間
地
○
・
七
診
）

を
集
団
化
し
た
場
合
に
優
遇
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
集
団
化
し
な
い
と
、
転
作
経
営

が
益
々
不
利
に
な
っ
て
ゆ
く
傾
向
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
及
び
農
業
関
係
機
関

で
は
、
集
団
化
に
極
力
、
力
を
注
ぐ

こ
と
を
決
め
重
点
地
区
を
選
び
、
す

で
に
部
落
懇
談
会
に
入
っ
て
い
ま
す
。

各
集
落
と
も
出
来
る
限
り
集
団
化
の

方
向
で
集
落
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
を

持
つ
な
ど
、
一
層
の
ご
努
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

再
編
対
策
実
施
日
程

　
実
施
日
程
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

計
画
書
は
、
四
月
二
十
五
日
ま
で
に

市
農
林
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
市
農
林
課
（
8

七
－
三
二
一
番
内
線
二
六
二
）
へ
。

水
遙
講
蝶
繋
織
縛
。
、

　
　
、
，
、
　
雛
の
縦
纏
を

今
雰
暴
藤
講
灘
糞

メ
蟄
募
羅
鷹
奪
で
鋒

で
き
な
い
で
ご
迷
惑
む
お
か
酵
し
て

い
る
蒙
灘
翻
あ
驚
雛
摯
織
・

搬
報
で
瀞
灘
ら
慧
し
嫁
し
た
が
、

四
月
使
用
分
《
六
穏
徴
縦
分
）
か
ら

料
金
改
定
を
窯
灘
ぴ
壕
ず
禰
で
、
メ

ー
タ
ー
が
蟹
の
下
等
薄
検
鎌
出
来
な

い
所
は
、
除
雪
を
し
て
，
四
月
醐
潟

か
ら
（
簡
易
水
道
匿
域
は
五
月
一
息

全
畿
帯
の
検
蔚
が
響
き
る
よ
う
に
翻

願
い
い
た
し
ま
す
。
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筋
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第
二
期
対
策
の
あ
ら
ま
し
は
、
基

本
的
に
は
第
一
期
と
同
じ
で
す
が
、

主
に
つ
ぎ
の
点
が
改
正
に
な
り
ま
す
。

一
、
団
地
化
、
加
算
制
度
新
設

　
地
続
き
の
転
作
団
地
を
作
り
、
転

作
の
定
着
を
一
層
進
め
ま
す
。

二
、
地
域
振
興
作
物
の
選
定

　
適
地
適
産
の
考
え
に
基
づ
き
、
そ

の
地
域
の
条
件
に
合
っ
た
作
物
を
選

び
、
そ
れ
を
特
産
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。

三
、
永
年
性
作
物
を
面
積
計
算
に

　
果
樹
、
桑
な
ど
は
、
三
年
を
経
過

し
た
も
の
に
つ
い
て
面
積
計
算
さ
れ

ま
す
。
（
奨
励
補
助
金
は
対
象
外
）

四
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
一
般
作
物
扱

　
い

　
従
来
は
永
年
性
作
物
で
、
奨
励
補

助
金
が
打
ち
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

年
限
が
廃
止
さ
れ
、
か
つ
一
般
作
物

扱
い
に
な
り
ま
す
。

五
、
農
協
等
へ
の
水
田
預
託
期
間
の

　
　
延
長

　
年
限
が
三
年
か
ら
六
年
に
延
長
さ

れ
ま
す
。

六
、
奨
励
補
助
金
の
減
額

市
の
基
本
的
な
考
え
方

　
市
で
は
、
水
田
利
用
再
編
対
策
協

議
会
と
の
協
議
を
も
と
に
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
を
含
め
た
魚
沼
地
域
は
良
質

米
の
生
産
地
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
幹

と
し
な
が
ら
畑
作
振
興
を
は
か
り
、

米
＋
畑
作
、
畜
産
、
養
蚕
な
ど
の
安

定
し
た
生
産
性
の
高
い
複
合
経
営
型

の
農
業
を
目
指
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
第
二
期
対
策
と
し
て
は
、
第
一
期

対
策
の
体
験
を
足
が
か
り
に
、
話
し

合
い
に
よ
る
生
産
の
組
織
化
、
集
団

化
、
地
域
振
興
作
物
の
拡
大
と
定
着

を
は
か
り
、
「
働
く
も
の
が
報
わ
れ
る

農
業
」
を
目
標
に
、
そ
の
実
現
に
努

め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
重
点
事
業

　
集
団
転
作
促
進
事
業

　
集
落
、
農
区
、
生
産
組
織
単
位
に
、

集
団
化
を
図
り
、
計
画
的
な
転
作
の

定
着
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

　
（

　
転
作
推
進
委
員
設
置

　
前
記
事
業
促
進
の
た
め
、
必
要
に

応
じ
、
重
点
地
区
に
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
振
興
作
物
奨
励
事
業

　
畑
作
振
興
と
の
関
連
か
ら
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
大
豆
を
重
点
作
物
と
し

て
選
定
し
、
生
産
、
流
通
、
市
場
対

応
、
安
定
的
拡
大
を
め
ざ
し
地
域
特

産
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
図
り
ま
す
。

　
種
苗
確
保
と
土
壌
改
良
対
策

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
と
拡
大
の

た
め
に
必
要
な
種
苗
と
土
壌
改
良
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

第2期の奨励補助金と市の加算額
（単位円）

加算額 市奨励加算額
備　　考区　　分

基本額
平均 地域振興

作物加算
計算
加算

団地化

加算
面積
加算

出荷奨
励加

転
作
奨
励
補
助
金

特
定
作
物

大　　　豆 50，000 10、 5，000 15，000
大豆、そばは実取りの
もの

飼料作物・
麦・そば・
てん桑

50，

6．5

　～

10，

1α
飼料用青刈稲は確実に
畜産農家と供給契約を
結んだもび）に限る。

永作
年
性
物

果樹・桑・
その他木本
性作物等

50，

13，500

平均
101

一
般
作
物
等

特定・永年
性以外の作
物等

35，000 5，000

　～

10，000

平均
7，500

7．5

　　　　　は
区城外で転用必要
水田養魚は新規田又は
54年度から実施
過去の水田養魚池は転
作すれば適用される
林地、水田養魚、養魚池

農業叛施設騨…3

アスパラガス 30， 5，000 7．5 5，000 4，000 市の地域振興作物です

野　　　菜 30，000 7，500

管奨
理励
　補
転助

作金

転作の場合 35，000 7．5

保全管理の
場　　　合

35，000

農協へ預託したものは
第2期では6年まで補
助金がでます．4年目
以降のものは30，000円
新規のもグ）については
35，000円

土地改良
通年施行
補助金

土地改良事業
の通年施行

35，000

　
経
営
近
代
化
施
設
整
備
事
業

　
転
作
等
（
主
と
し
て
大
豆
）
に
必

要
な
機
械
施
設
の
導
入
費
に
対
し
て

一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。
（
集
団
転
作

地
区
を
重
点
に
）

　
以
上
の
事
業
の
ほ
か
、
米
の
消
費

拡
大
推
進
事
業
、
畑
地
化
排
水
事
業
、

飼
料
作
物
生
産
推
進
事
業
、
銘
柄
米

良
質
米
生
産
推
進
事
業
、
野
菜
価
格

安
定
事
業
を
行
い
ま
す
。

国
の
奨
励
補
助
金
と

　
　
　
　
　
市
の
加
算
額

　
国
の
奨
励
補
助
金
の
種
類
は
、
第

一
期
の
時
と
大
幅
に
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
額
が
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
奨
励
補
助
金
は
、
従
来
の
加

算
方
法
を
根
本
的
に
見
直
し
、
大
豆

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
重
点
に
、
国
の
奨

励
金
に
上
乗
せ
し
て
、
市
独
自
の
奨

励
金
を
上
表
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。
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第
二
翠
畿
響
響
し
方

　
転
作
目
標
面
積
と
限
度
数
量
の
配

分
に
つ
い
て
は
、
前
年
ど
お
り
の
算

出
方
法
で
実
施
し
ま
す
。

　
出
荷
実
績
は
、
昨
年
冷
害
で
あ
っ

た
た
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
強
い
要

望
も
あ
り
、
昭
和
五
十
五
年
産
米
の

出
荷
実
績
を
除
き
、
五
十
三
年
、
五

十
四
年
ニ
カ
年
の
平
均
出
荷
実
績
を

採
用
し
ま
し
た
。
転
作
目
標
面
積
の

算
出
に
あ
た
っ
て
は
五
ラ
ン
ク
の
被

害
度
判
定
基
準
を
決
め
て
軽
減
し
ま

市奨励補助金

し
た
。配

分
の
や
り
方

　
前
記
の
方
法
で
計
算
し
た
部
落
別

限
度
数
量
及
び
転
作
面
積
を
三
月
二

十
八
日
の
農
事
連
絡
員
会
議
を
通
じ

て
お
届
け
し
ま
す
が
、
そ
の
際
に
、

「
参
考
資
料
」
と
し
て
個
人
別
明
細

表
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
農
事
連

絡
員
、
部
落
推
進
委
員
を
中
心
に
部

落
内
の
調
整
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　補助対象
補助区分 大　　豆 鵬アスパラガス その他 備考

面積

加算

昭佃奔作付見込面積 30ha
新植
　　12．5ha

加　算　額（定額） 5，000円 5，000円

出荷奨
励（共
選費）

加算

昭和56年出荷見込
数　　量　（60kg） 250袋 25，700束

田・畑

同　様1袋（1束）あたり

加　　　算　　額

　4，000円
（10鳶鵠円）

　　3円
（10鵬誌円）

種苗費

補助金

植栽見込面積 一 12．5ha

補　　助　　率 去

経営近代化施設整備

費（大豆機械）補助金

中耕畦立機

脱　粒　機

選　別　機

乾　燥　機

15台
一

集団転作促進事業費

（育成費）補　助　金

1集団あたり　　30，000円

　（2・3年目　　20，000円）

部落推進費補助金 一 一

1集落
平均

20．000円

土壌改

良費補

助金

改良見込面積 一 12．5ha

補　助　率 一 去

再編対策実施日程表

期　間 実施事項 内　　　　　　容

●農事連絡員会議を開催し、仮
3月28日 仮　配　分

配分を行う。

3月29日
●個々の実情に応じて部落内あ

～
部落内調整及び集

団化の話し合い

るいは部落間の調整をはかり、

集団化の方向で話し合っていた
，4月25日 だきます。

●調整後の限度数量、転作面積

●昭和56年度水田
を記入した一覧表を提出してい

利用再編対策個人
ただきます。

4月25日
別明細表

●転作面積に応じてひとりひと

●転作計画書（確
り転作計画書を提出していただ

認野帳）を市農林
きます。（提出がないと補助金が

課に提出
受けられません。）

4月25日

管理転作預託申込

書（市農協各事業

所に提出）

●農協に管理転作を希望される

かたは、「管理転作預託申込書）

を各事業所に提出していただき

ます。

●部落内調整の結果をもとにし
6月上旬 正式配分

て、正式配分を行います。

6月下旬 ●転作計画書に基づき現地確認
～ 現地確認

7月上旬
を行います。

8月中旬 ●8月中旬頃概算払い（50％）予定

　及び

12月下旬

奨励補助金の交付 ●12月下旬頃精算払い（50％）予定

集
団
化
に

　
　
一
層
の
努
力
を

　
第
二
期
対
策
で
は
、
新
た
に
団
地

加
算
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
一
・

○
八
診
以
上
（
山
間
地
○
・
七
診
）

を
集
団
化
し
た
場
合
に
優
遇
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
集
団
化
し
な
い
と
、
転
作
経
営

が
益
々
不
利
に
な
っ
て
ゆ
く
傾
向
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
及
び
農
業
関
係
機
関

で
は
、
集
団
化
に
極
力
、
力
を
注
ぐ

こ
と
を
決
め
重
点
地
区
を
選
び
、
す

で
に
部
落
懇
談
会
に
入
っ
て
い
ま
す
。

各
集
落
と
も
出
来
る
限
り
集
団
化
の

方
向
で
集
落
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
を

持
つ
な
ど
、
一
層
の
ご
努
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

再
編
対
策
実
施
日
程

　
実
施
日
程
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

計
画
書
は
、
四
月
二
十
五
日
ま
で
に

市
農
林
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
市
農
林
課
（
8

七
－
三
二
一
番
内
線
二
六
二
）
へ
。

水
遙
講
蝶
繋
織
縛
。
、

　
　
、
，
、
　
雛
の
縦
纏
を

今
雰
暴
藤
講
灘
糞

メ
蟄
募
羅
鷹
奪
で
鋒

で
き
な
い
で
ご
迷
惑
む
お
か
酵
し
て

い
る
蒙
灘
翻
あ
驚
雛
摯
織
・

搬
報
で
瀞
灘
ら
慧
し
嫁
し
た
が
、

四
月
使
用
分
《
六
穏
徴
縦
分
）
か
ら

料
金
改
定
を
窯
灘
ぴ
壕
ず
禰
で
、
メ

ー
タ
ー
が
蟹
の
下
等
薄
検
鎌
出
来
な

い
所
は
、
除
雪
を
し
て
，
四
月
醐
潟

か
ら
（
簡
易
水
道
匿
域
は
五
月
一
息

全
畿
帯
の
検
蔚
が
響
き
る
よ
う
に
翻

願
い
い
た
し
ま
す
。
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　麻診（はしか〉は、昔から

人間を悩ませた病気。これは

合併症を伴わない限り、左記

のような症状の経過をたどり

完全に回復します。

　しかし、高熱が出る小児で

は、他の病気（肺炎、中耳炎

など）を併発しやすく、時に

は脳炎などをおこし死亡する

こともあります。こうした合

併症をさけるため、市では54

年度から予防接種をしていま
す。

　昨年度は、接種者を対象に、

接種した子どもさんにどの位

の負担（副反応）が、かかっ

ているのかという実態を知る

ためアンケートを実施しまし

た。（回収121名）その結果
が出ましたので、お知らせし
ます。

11目間
スで侵入しているが、症状

　
に
き
も
期
ッ
斑
発

　
も
せ
と
の
り
い
う

　
と
、
つ
こ
プ
白
伴

　
と
み
も
。
コ
く
を

）
や
、
す
の
さ
赤

℃
し
め
で
有
小
発

認
く
始
期
特
る
に

　
～
で
出
時
ん
で
囲
。

　
3
7
状
が
い
し
に
周
す

（
症
に
易
麻
膜
、

～
発
似
目
つ
よ
頬
ま
で

　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
）

熱とともに特有の発
から顔、くびに出、
に全身に及ぶ。

出現後、解熱してゆき、それ
もに一般症状も回復し、発疹
とに色染沈着を残しぬか様の
い落屑をみます。

②発疹〔発疹数13名、発疹率10．7％〕

最　　高　　体　　温
平　均

発疹出現までの日数
平均体　温 37．0～7．5～ ．0～　　．5 9。0～9．5～不明 何日目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

人　数 12名 6　　　9　　3 4　　　0　　　1 37．97℃

有　　熱　　期　　間
平均

人　数 3 0 1 0 2 1 1 3 1 0 0 1 　日
7．69

日　数 1 2 3 4　　5 6 7 8 9 10

人　数 12名 7 9 3　　3 0 1 0 0 0　2．48日 発疹持続日数
平均

発疹の程度
発　　　熱　　　日

平均 1　2 3 4 5 6　7 8 顔面 胸 背部 全身 殿部
何日目 4 5 6 7　　8 9 10 11　12～14

人　数

～3

8 2 5 1 7　　4 0 3 1　　4 7日 1　3 3 1 0 3　2 0 4 8 2 2 3 1

平均

礁轍き鱗灘騰驕雛濾鑛纏灘

　
　
ロ

　
　
い
目
　
　
　
　
　
　
　
ま
日
高
部
間

目
で
な
4
熱
た
や
り
り
粘
り
き
5
の
後
の

　
ス
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
℃
の
位

約
ル
ら
3
の
に
　
う
半
（
集
が
3
4
0
耳
間

期
イ
み
期
然
ぜ
水
に
後
斑
の
　
期
～

1
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ラ
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
ぶ
う
　
　
さ
ノ
あ
ヨ

　
　
　
　
　
，
　
　
病
鋭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琴
（
　
　
‘
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ー
　
’
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ず

　
　
　
　
　
　
　
盈
自
／

潜
　
　
前
　
　
　
　
　
　
　
　
発
　
　
　
回

718

4

発疹持続日数

02

6

3

5

0

4

1

④接種後医師への受診

　　　　　　費診肱4％

　　　　　　　暢

受診し脇た

／ん2名卿6％

③他の症状
　　〔症状あり68名（56％）〕

身オ

　　ヌ9名

　　　　　彼ザない
　　塚・1　／欧名

　　63名
　　　　　繍才辰
　ぷ6％　　1／名

　　　　・支

隊1鵡26名
eけ6名

5名6名

質

3

3

1「2

113

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
時
期
疹
と
あ
か

伏
ウ
は
駆
突
か
鼻
他
の
ク
点
診
診
3
9
疹
2
4
復
発
と
の
細

φ　　　〔＝7二
　　　　1

①発熱〔接種者121名、発熱者35名、（28．9％）〕

す

涯状なし

夕3名

　44〃

一結果から
疫のない健康児にワクチンを接種すると接種

～12日を中心に5～14日後に20～50％位の人

．5℃以上の発熱があり、そのうち10～20％の

軽度の発疹を伴い、発熱時には咳、鼻汁が出

欲が減退し、1～3日で消失する　　」と言
ていますが、今回のアンケートからは、その

の結果が出ました。また、風邪に似た症状が

子どもさんが多くいましたが、医師へと受診

無の割合から副反応は大事にいたっていない
した。

免
7
37
に
食
れ
り
た
有
で

．
1
後
に
人
て
わ
通
出
の
様

●
症
状
が
全
く
出
な
く
と
も
、
免
疫

が
つ
く
も
の
で
す
か
。

　
　
　
症
状
が
出
な
く
と
も
終
生
免

疫
は
つ
き
ま
す
。

●
予
防
接
種
し
て
、
症
状
が
出
た
場

合
、
他
の
人
に
は
う
つ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

●
接
種
後
一
週
間
、
保
温
に
気
を
配

り
、
入
浴
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
で
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
接
種
当
日
は
、
入
浴
禁
止
で

ず
が
、
症
状
の
出
な
い
場
合
は
普
段

と
同
じ
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
新
陳

代
謝
の
活
発
な
子
ど
も
さ
ん
を
一
週

間
も
入
浴
さ
せ
な
い
こ
と
は
、
か
え

－
っ
て
健
康
上
よ
く
な
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。

昭
和
5
6
年
度
も

10

月
頃
実
施
（
予
定
）

こ
と
し
も
十
潟
顎
に
接
癒
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
矯
穆
な
ど
は
、

衛
報
で
お
知
ら
鋤
し
ま
す
の
で

見
落
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
．
子
署
も
さ
ん
の
た
め
に

是
舞
う
群
で
く
だ
さ
い
。

5）”””1”Illlll””1”1”””と・お・ガ』pF3∂サ」田5だ’」阪鱒””””””Illl“”1”””II”lll”1“””1（第3種郵便物認可）昭和56年3月25日

　
歯
科
衛
生
は
単
に
歯
や
口
腔
の
健

康
に
と
ど
ま
ら
ず
、
心
身
の
健
康
維

持
増
進
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
県
で
は
健
康
づ
く
り
推
進
運
動

の
重
点
と
し
て
歯
科
衛
生
の
問
題
を

と
り
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
当
市
で
は
、

幼
児
の
む
し
歯
罹
患
率
、
一
人
あ
た

り
の
む
し
歯
の
本
数
が
県
平
均
を
う

■

わ
ま
わ
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
郡
市

歯
科
医
師
会
・
県
歯
科
衛
生
協
会
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
こ
の
問
題
に
と
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
実
施
し
て
い
る
一
歳
六
ヵ
月

・
三
歳
児
検
診
の
結
果
か
ら
、
市
内

の
幼
児
の
む
し
歯
の
現
況
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

一
歳
六
カ
月
児
歯
科
検
診
か
ら
の
現
状
■

　
昭
和
五
十
三
年
か
ら
始
め
た
一
歳

六
ヵ
月
児
検
診
の
結
果
を
年
次
別
に

表
わ
し
た
の
が
下
表
で
す
。
こ
れ
に

よ
る
と
多
少
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、

む
し
歯
の
あ
る
人
　
一
人
あ
た
り
の

本
数
と
も
ほ
ぼ
同
様
な
結
果
と
な
り
、

む
し
歯
本
数
が
○
・
二
本
台
と
い
う

こ
と
か
ら
、
一
歳
六
ヵ
月
と
い
う
年

齢
は
、
む
し
歯
が
初
発
す
る
時
期
と

い
え
ま
す
。

　
分

　
X

年

む
し
歯
の

あ
る
人

一
人
当
た
り

む
し
歯
本
数

35

一
〇
・
六
％

○
・
二
七
本

45

一
丁
八
％

○
・
二
六
本

55

八
・
四
％

○
・
二
一
本

■
三
歳
児
歯
科
検
診
か
ら
の
現
状
■

　
乳
歯
の
む
し
歯
の
罹
患
の
傾
向
は

三
歳
児
で
ほ
ぼ
決
ま
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
図
ω
は
、
四
十
八
年
度
か
ら

の
三
歳
児
歯
科
検
診
の
結
果
を
年
次

別
に
見
た
も
の
で
す
。
三
歳
児
で
は
、

む
し
歯
の
あ
る
人
が
八
十
新
台
と
い

う
こ
と
で
、
三
歳
児
に
な
る
と
ほ
と
・

ん
ど
の
幼
児
が
む
し
歯
を
も
っ
て
い

る
と
い
う
現
状
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
五
十
三
年
に
一
歳
六
ヵ
月

検
診
を
受
け
た
幼
児
が
三
歳
児
（
今

年
三
月
）
に
な
っ
た
時
を
比
較
し
た

の
が
図
図
・
図
個
で
す
。
む
し
歯
の

図（1）3才児歯科検診のむし歯の推移

しし白のある人 年慶 1人あたりのむし歯の本融

9L3％1濫舘舘舘舘 48 鋤柳郷祝即・4本

翻ll搬継 49

50

踏マ叙幻幻幻鋤摘8、4本

賃郎マR鑓斑月69本
89・5％8舘舘2222 51 £曾幻節脚郷｛6・本

・・1“舘銘3舘2 52 罠賃僧節蜘6・本

83・8％駆2舘”舘 53 園偲僧P守幻∬52本

85、9％B銘舘2舘3 54 貿貿η彫マ954本

833％L舘舘2舘2 55 僧湿マ・幻節1本

あ
る
人
が
十
・
六
簿
か
ら
八
十
三
・

三
獅
に
、
本
数
が
○
・
二
七
本
か
ら

五
・
一
本
に
と
大
幅
に
増
え
て
い
る

で
の
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岬
　
　
　
　
　
　
　
成
人
病
予
防
の
輔

～
｝
　
　
　
　
　
環
と
し
て
為
五
十
一

の
が
わ
か
り
ま
す
。
五
十
四
年
度
の

む
し
歯
の
罹
患
率
を
県
平
均
の
も
の

と
比
較
す
る
と
、
一
歳
六
ヵ
月
検
診

図（3）1人あたりの

　　　むし歯の本数
（寡｝

1オ6カ月の　1　～才6カ月に
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。
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　麻診（はしか〉は、昔から

人間を悩ませた病気。これは

合併症を伴わない限り、左記

のような症状の経過をたどり

完全に回復します。

　しかし、高熱が出る小児で

は、他の病気（肺炎、中耳炎

など）を併発しやすく、時に

は脳炎などをおこし死亡する

こともあります。こうした合

併症をさけるため、市では54

年度から予防接種をしていま
す。

　昨年度は、接種者を対象に、

接種した子どもさんにどの位

の負担（副反応）が、かかっ

ているのかという実態を知る

ためアンケートを実施しまし

た。（回収121名）その結果
が出ましたので、お知らせし
ます。

11目間
スで侵入しているが、症状

　
に
き
も
期
ッ
斑
発

　
も
せ
と
の
り
い
う

　
と
、
つ
こ
プ
白
伴

　
と
み
も
。
コ
く
を

）
や
、
す
の
さ
赤

℃
し
め
で
有
小
発

認
く
始
期
特
る
に

　
～
で
出
時
ん
で
囲
。

　
3
7
状
が
い
し
に
周
す

（
症
に
易
麻
膜
、

～
発
似
目
つ
よ
頬
ま
で

　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
）

熱とともに特有の発
から顔、くびに出、
に全身に及ぶ。

出現後、解熱してゆき、それ
もに一般症状も回復し、発疹
とに色染沈着を残しぬか様の
い落屑をみます。

②発疹〔発疹数13名、発疹率10．7％〕

最　　高　　体　　温
平　均

発疹出現までの日数
平均体　温 37．0～7．5～ ．0～　　．5 9。0～9．5～不明 何日目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

人　数 12名 6　　　9　　3 4　　　0　　　1 37．97℃

有　　熱　　期　　間
平均

人　数 3 0 1 0 2 1 1 3 1 0 0 1 　日
7．69

日　数 1 2 3 4　　5 6 7 8 9 10

人　数 12名 7 9 3　　3 0 1 0 0 0　2．48日 発疹持続日数
平均

発疹の程度
発　　　熱　　　日

平均 1　2 3 4 5 6　7 8 顔面 胸 背部 全身 殿部
何日目 4 5 6 7　　8 9 10 11　12～14

人　数

～3

8 2 5 1 7　　4 0 3 1　　4 7日 1　3 3 1 0 3　2 0 4 8 2 2 3 1

平均
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4

発疹持続日数

02
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5
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4

1

④接種後医師への受診

　　　　　　費診肱4％

　　　　　　　暢

受診し脇た

／ん2名卿6％

③他の症状
　　〔症状あり68名（56％）〕

身オ

　　ヌ9名

　　　　　彼ザない
　　塚・1　／欧名

　　63名
　　　　　繍才辰
　ぷ6％　　1／名

　　　　・支

隊1鵡26名
eけ6名

5名6名

質

3

3

1「2

113

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
時
期
疹
と
あ
か

伏
ウ
は
駆
突
か
鼻
他
の
ク
点
診
診
3
9
疹
2
4
復
発
と
の
細

φ　　　〔＝7二
　　　　1

①発熱〔接種者121名、発熱者35名、（28．9％）〕

す

涯状なし

夕3名

　44〃

一結果から
疫のない健康児にワクチンを接種すると接種

～12日を中心に5～14日後に20～50％位の人

．5℃以上の発熱があり、そのうち10～20％の

軽度の発疹を伴い、発熱時には咳、鼻汁が出

欲が減退し、1～3日で消失する　　」と言
ていますが、今回のアンケートからは、その

の結果が出ました。また、風邪に似た症状が

子どもさんが多くいましたが、医師へと受診

無の割合から副反応は大事にいたっていない
した。

免
7
37
に
食
れ
り
た
有
で

．
1
後
に
人
て
わ
通
出
の
様

●
症
状
が
全
く
出
な
く
と
も
、
免
疫

が
つ
く
も
の
で
す
か
。

　
　
　
症
状
が
出
な
く
と
も
終
生
免

疫
は
つ
き
ま
す
。

●
予
防
接
種
し
て
、
症
状
が
出
た
場

合
、
他
の
人
に
は
う
つ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

●
接
種
後
一
週
間
、
保
温
に
気
を
配

り
、
入
浴
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
で
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
接
種
当
日
は
、
入
浴
禁
止
で

ず
が
、
症
状
の
出
な
い
場
合
は
普
段

と
同
じ
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
新
陳

代
謝
の
活
発
な
子
ど
も
さ
ん
を
一
週

間
も
入
浴
さ
せ
な
い
こ
と
は
、
か
え

－
っ
て
健
康
上
よ
く
な
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。

昭
和
5
6
年
度
も

10

月
頃
実
施
（
予
定
）

こ
と
し
も
十
潟
顎
に
接
癒
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
矯
穆
な
ど
は
、

衛
報
で
お
知
ら
鋤
し
ま
す
の
で

見
落
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
．
子
署
も
さ
ん
の
た
め
に

是
舞
う
群
で
く
だ
さ
い
。
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歯
科
衛
生
は
単
に
歯
や
口
腔
の
健

康
に
と
ど
ま
ら
ず
、
心
身
の
健
康
維

持
増
進
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
県
で
は
健
康
づ
く
り
推
進
運
動

の
重
点
と
し
て
歯
科
衛
生
の
問
題
を

と
り
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
当
市
で
は
、

幼
児
の
む
し
歯
罹
患
率
、
一
人
あ
た

り
の
む
し
歯
の
本
数
が
県
平
均
を
う

■

わ
ま
わ
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
郡
市

歯
科
医
師
会
・
県
歯
科
衛
生
協
会
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
こ
の
問
題
に
と
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
実
施
し
て
い
る
一
歳
六
ヵ
月

・
三
歳
児
検
診
の
結
果
か
ら
、
市
内

の
幼
児
の
む
し
歯
の
現
況
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

一
歳
六
カ
月
児
歯
科
検
診
か
ら
の
現
状
■

　
昭
和
五
十
三
年
か
ら
始
め
た
一
歳

六
ヵ
月
児
検
診
の
結
果
を
年
次
別
に

表
わ
し
た
の
が
下
表
で
す
。
こ
れ
に

よ
る
と
多
少
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、

む
し
歯
の
あ
る
人
　
一
人
あ
た
り
の

本
数
と
も
ほ
ぼ
同
様
な
結
果
と
な
り
、

む
し
歯
本
数
が
○
・
二
本
台
と
い
う

こ
と
か
ら
、
一
歳
六
ヵ
月
と
い
う
年

齢
は
、
む
し
歯
が
初
発
す
る
時
期
と

い
え
ま
す
。

　
分

　
X

年

む
し
歯
の

あ
る
人

一
人
当
た
り

む
し
歯
本
数

35

一
〇
・
六
％

○
・
二
七
本

45

一
丁
八
％

○
・
二
六
本

55

八
・
四
％

○
・
二
一
本

■
三
歳
児
歯
科
検
診
か
ら
の
現
状
■

　
乳
歯
の
む
し
歯
の
罹
患
の
傾
向
は

三
歳
児
で
ほ
ぼ
決
ま
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
図
ω
は
、
四
十
八
年
度
か
ら

の
三
歳
児
歯
科
検
診
の
結
果
を
年
次

別
に
見
た
も
の
で
す
。
三
歳
児
で
は
、

む
し
歯
の
あ
る
人
が
八
十
新
台
と
い

う
こ
と
で
、
三
歳
児
に
な
る
と
ほ
と
・

ん
ど
の
幼
児
が
む
し
歯
を
も
っ
て
い

る
と
い
う
現
状
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
五
十
三
年
に
一
歳
六
ヵ
月

検
診
を
受
け
た
幼
児
が
三
歳
児
（
今

年
三
月
）
に
な
っ
た
時
を
比
較
し
た

の
が
図
図
・
図
個
で
す
。
む
し
歯
の

図（1）3才児歯科検診のむし歯の推移
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藷
雀
甕
嚇

血
観
膝
欄
諮
枢
餐
齢

高
～
の
誘
の
李
な
義

　
蟻
　
　
　
　
　
　
　
　
儀

　
　
　
　
　
　
題
と
し
て
検
討
し
て
荘

　
　
　
　
　
　
ゆ
か
な
け
認
ば
な
ら
血

　
　
　
　
　
　
な
い
と
い
え
ま
す
。
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q
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覧
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Q
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ミ
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…
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，
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．
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三
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薪
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三
生
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5
ち
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薪
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…
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・
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五
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正常血犀 境界嵐窪 篤　血 径

で
は
、
む
し
歯
の
あ
る
人
は
多
く
、

逆
に
本
数
は
少
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
が
三
歳
児
に
な
る
と
、
八
十
五
・

九
欝
（
県
平
均
七
〇
・
七
欝
）
と
高
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
今
後
の

課
題
と
し
て
十
分
考
え
て
ゆ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
む
し
歯
は
、
い
っ
た
ん
罹
患
す
る

と
治
療
の
く
り
返
し
と
な
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
歯
み
が

き
の
励
行
、
甘
味
の
適
正
摂
取
な
ど

家
庭
で
の
む
し
歯
予
防
を
、
子
ど
も

さ
ん
自
身
の
た
梅
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
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。
ξ
p
艦
一
9
・
，
…
象
曾
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質
の
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p
●
も
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．
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ξ
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p
ρ
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被

す

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
が

更
新
に
な
り
ま
す
。
新
保
険
者
証
は
、

う
す
水
色
で
、
有
効
期
間
は
、
昭
和

五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
五
十
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
こ
の
新
保
険
証
は
三
月
十
六
日
現

在
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
後
、
転
居
、
転
出
や
、
国
保
の
加

入
、
脱
退
な
ど
の
異
動
の
届
出
を
さ

れ
て
い
る
人
は
、
保
険
証
の
内
容
を

確
認
さ
れ
て
、
お
手
数
で
も
、
市
民

生
活
課
の
窓
口
で
訂
正
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
新
保
険
証
は
、
四
月
一
日
こ
ろ
に

各
嘱
託
員
の
皆
さ
ん
を
通
じ
て
、
各

世
帯
に
配
布
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の

際
に
は
、
今
ま
で
の
保
険
証
（
黄
色

の
も
の
）
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
㊨
・
㊥
の
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
五
月
一
日
以
降
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
新
し
く
作
成
し
て
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
申
出
に
よ
り
作
成
い
た
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
も
市
民
生
活
課
窓

口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

次
の
こ
と
に
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1
、
交
付
を
受
け
た
ら
、
氏
名
・
生

年
月
日
な
ど
の
記
載
事
項
を
確
認
し
、

書
い
て
あ
る
注
意
事
項
も
、
読
ん
で

お
き
ま
し
ょ
う
。

2
、
診
療
を
受
け
る
時
は
必
ず
持
参

し
、
長
期
に
わ
た
る
診
療
の
場
合
は

月
に
一
回
は
必
ず
医
療
機
関
に
提
出

し
ま
し
ょ
う
。

　
出
稼
ぎ
先
の
事
業
所
で
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
離
職

と
同
時
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
届
出
を
市
民
生
活
課
の
窓
口
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
受
診
中
で
あ
る

場
合
は
医
療
機
関
の
窓
口
に
も
被
保

険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

小昭

施ン

■
該
当
者

ω
一
回
目
…
昭
和
五
十
五
年
七
月
一

日
～
十
二
月
三
十
一
日
生
ま
れ
の
人

ω
二
回
目
…
昭
和
五
十
五
年
一
月
一

日
～
六
月
三
十
日
生
ま
れ
の
人
。

㈹
そ
の
他
四
歳
ま
で
で
一
度
も
生
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
て
い

な
い
人
と
一
回
t
か
受
け
て
な
い
人
。

■
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
…
…
有

熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
下

痢
を
し
て
い
る
人
、
そ
の
他
医
師
が

不
適
と
認
め
た
人
。

ロ
注
意
事
項
－
…
投
与
日
の
朝
体
温

測
定
を
。
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
。

保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
場
合

は
、
問
診
票
を
保
健
衛
生
課
に
取
り

に
き
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
　
（
時
間
…
午
後
一
時
四
十

分
～
午
後
二
時
四
十
分
、
会
場
…
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

月
日
圃

地
　
　
　
区

四
月
十
四
日
㈹

十
日
町
・
新
座
・
大
井
田

四
月
十
六
日
㈱

中
条
・
川
治
・
六
箇

四
月
十
七
日
囲

吉
田
・
下
条
・
水
沢

雛劔ガン掬亡貞蜂
　　　　　　《醐．嘱｝，
　　（

慧口
四蜘ンの5雛騨

房

蓼

隷
嬢
隷
臓
鞍

饗鷺嶋赫

、
灘

　醸　嫉
選欝だ潔

黙壕　　　　嫉燐、

　　　　一　　　　灘鶏ガン

　
　
　
◎
習
ガ
ン
は
男
女
と
も
四
十
歳
か
ら

　
　
　
加
齢
と
と
も
に
罹
患
串
－
死
亡
率
も

　
　
　
篇
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
◎
纂
期
ガ
ン
の
鱒
塾
な
鰺
蕃
術
を
す

　
　
　
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
頁
群
な
お
り
ま
す
。

　
　
　
◎
胃
集
団
検
診
を
受
崖
5
ど
、
胃
ガ

　
　
　
ン
の
ほ
か
に
、
い
ろ
い
ろ
な
胃
の
病

　
　
　
気
が
み
つ
か
り
ま
す
。
胃
ガ
ウ
は
、

　
　
　
潰
瘍
。
胃
ポ
リ
ー
プ
・
慢
煙
胃
炎
等

『
鶉
遜
鱗
縷

　
　
、
こ
す

　
　
｛
お
の
榊
つ
の
道
な
の
で
す
。

　
　
る
の
◎
男
ン
婁
く
薯
縫

灘
肘
讐
生
藝
蕎
書

期
翔
鯉
爺
㌦
耀
鑑

　
　
　
　
　
　
、
野
菜
や
く
だ
ぢ
似
を
多
く
と

　
　
　
　
　
　
り
入
れ
で
・
バ
麓
ン
、
ス
の
と

　
　
　
　
　
　
れ
た
食
生
活
が
鳳
ガ
ン
の
予

　
　
　
　
　
　
防
に
役
立
っ
ズ
い
ゐ
凝
う
で

す
φ

謄
、
・

』
市
で
は
来
隼
度
も
胃
集
翻
検
診
を

案
億
し
家
す
の
で
、
姫
娠
し
て
い
る

人
、
胃
鈴
奥
合
め
悪
い
人
、
治
療
中

の
人
（
医
飯
に
霞
接
に
）
、
す
で
に

腎
の
毛
術
を
し
だ
人
を
除
く
、
四
十

歳
以
叢
礁
人
纏
幾
こ
の
検
診
を
受
け

る
こ
と
を
お
ず
ず
め
い
た
し
ま
す
．
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出
荷
額
等
七
百
六
億
八
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
●
五
十
五
年
工
業
統
計
調
査
概
数
●

　
市
総
務
課
で
は
、
昨
年
十
二
月
末

現
在
で
実
施
し
た
工
業
統
計
調
査
結

果
の
概
数
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
事
業
所
数
は
前
年
に
比
べ
百
八
事

業
所
（
五
・
五
簿
）
減
っ
て
千
八
百

六
十
二
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主

に
繊
維
部
門
の
減
少
で
、
特
に
出
機

事
業
所
が
百
三
十
八
減
り
、
そ
の
ほ
か

休
業
も
六
十
一
事
業
所
あ
り
ま
す
．

　
従
業
者
数
は
七
千
五
百
六
十
人
と

な
り
、
前
年
比
二
百
三
十
八
人
（
二
・

産業分類 事業所数 従業者数 出荷額等

総　　　　数 1，862 7，560人 　　万li7，068，294

食　　料　　品 28 255 198，583

繊維　工　業 1，743 6，226 6，026，210

（うち出機〉 （1，094） （46，224）

衣　　　　　服 5 31 16，332

木材・木製品 20 66 39，720

家具・装備品 15 83 52，272

パノレプ・紙 5 32 13，494

出版・印刷 5 82 43，067

ゴ　ム　製　品

な　め　し　皮 1 X X
窯　　　　業 6 99 200，277

金　属　製　品 2 13 13，163

一般機械器具 14 256 180，915

電気機械器具 8 201 22，666

輸送用機械器具 1 X X
精密機械器具 1 X X
そ　　の　　他 8 55 57，901

X　の　合　計 161 203，694

○
暫
）
の
減
少
で
す
。
こ
れ
も
繊
維

部
門
で
四
百
七
十
人
減
っ
た
こ
と
が

主
な
原
因
で
す
が
、
逆
に
電
気
機
械

器
具
で
は
百
六
十
五
人
、
食
料
品
で
は

三
十
三
人
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
出
荷
額
等
三
・
九
欝
の
減

　
製
造
品
出
荷
額
等
は
七
百
六
億
八

千
二
百
九
十
四
万
円
で
、
前
年
比
二

十
八
億
八
千
六
百
五
十
七
万
円
（
三
・

九
獅
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
繊
維
部
門
で
の
約
四
億
六
千
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

円
の
減
少
を
、
一
般
機
械
器
具
（
約

四
千
七
百
万
円
増
）
食
料
品
（
約
三

千
万
円
増
）
な
ど
で
補
い
き
れ
な
か

っ
た
も
の
で
す
。

　
総
体
的
に
み
る
と
、
依
然
と
し
て

地
場
産
業
で
あ
る
繊
維
工
業
の
厳
し

い
業
況
が
続
い
て
い
る
中
で
、
食
料

品
・
一
般
機
械
器
具
な
ど
で
は
順
調

な
伸
び
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機

間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

去
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

過
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

推
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

工

年次 事業所数
　　　　人
従業者数 出荷額ぜ円年次 事業所数

　　　　人
従業者数

　　　　万円
出荷額等

46 1，286 9，295 4，063，934 51 2，339 9，611 8，313，319

47 1，281 9，415 4，671，379 52 2，189 8，405 7，388，460

48 2，414 10，669 6，153，979 53 2，073 8，028 7，242，420

49 2，348 10，284 7，023，018 54 1，970 7，798 7，356，951

50 2，396 10，108 8，002，859 55 1，862 7，560 7，068，294

⑭　　　　　　　　　⑳　　　　　　⑫　　　㊥⑭

＊

＊
届
出
が
必
要
で
す
＊

　　下条

象駒一…＿旧

　
　
熱

条
諜
蓄
、
鋤
、

　
　
・
β
　
驚
　
、
＼
欝

中
蕊
牽
鞍
黙
鴇
＼
㌧

＼
難
懸
、
沢

　
　
無
．
　
、

　
．
冬
ー
』
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
－
θ

　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
田
　
　
一

　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
吉
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
　
ノ

＊

【コ5，000以上

Eコ10，000以上

　
土
地
の
買
占
め
や
地
価
の
暴
騰
な

ど
を
防
止
し
て
、
有
効
か
つ
た
い
せ

つ
に
土
地
利
用
を
は
か
る
た
め
、
国

土
利
用
計
画
法
に
よ
っ
て
一
定
面
積

以
上
の
土
地
取
引
を
す
る
場
合
は
、

事
前
に
届
出
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
場
合
、
つ
ぎ
の
面
積

要
件
の
土
地
売
買
を
行
う
と
き
は
、

取
引
の
当
事
者
（
売
主
と
買
主
）
は

契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に
市
役

所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
都
市
計
画
区
域
（
十
日
町
・
中
条
・

川
治
・
六
箇
地
区
）
の
場
合
、
五
干

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

◆
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
（
下

条
・
吉
田
・
水
沢
地
区
）
の
場
合
、

－
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

　
な
お
、
前
記
の
面
積
要
件
以
上
で

あ
れ
ば
、
買
主
及
び
売
主
が
複
数
の

場
合
や
何
年
間
か
に
渡
っ
て
売
買
す

る
土
地
面
積
の
合
計
が
基
準
以
上
で

あ
る
と
き
も
届
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
を
し
な
い
と

　
も
し
、
届
出
を
し
な
い
で
土
地
取

引
を
す
る
と
、
六
ヵ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
屈
出
書
の
用
紙
は
市
・
総

務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
ー
三
一
一

一
番
内
線
二
三
五
）
に
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



略
帖
、
、
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被

す

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
が

更
新
に
な
り
ま
す
。
新
保
険
者
証
は
、

う
す
水
色
で
、
有
効
期
間
は
、
昭
和

五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
五
十
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
こ
の
新
保
険
証
は
三
月
十
六
日
現

在
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
後
、
転
居
、
転
出
や
、
国
保
の
加

入
、
脱
退
な
ど
の
異
動
の
届
出
を
さ

れ
て
い
る
人
は
、
保
険
証
の
内
容
を

確
認
さ
れ
て
、
お
手
数
で
も
、
市
民

生
活
課
の
窓
口
で
訂
正
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
新
保
険
証
は
、
四
月
一
日
こ
ろ
に

各
嘱
託
員
の
皆
さ
ん
を
通
じ
て
、
各

世
帯
に
配
布
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の

際
に
は
、
今
ま
で
の
保
険
証
（
黄
色

の
も
の
）
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
㊨
・
㊥
の
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
五
月
一
日
以
降
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
新
し
く
作
成
し
て
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
申
出
に
よ
り
作
成
い
た
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
も
市
民
生
活
課
窓

口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

次
の
こ
と
に
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1
、
交
付
を
受
け
た
ら
、
氏
名
・
生

年
月
日
な
ど
の
記
載
事
項
を
確
認
し
、

書
い
て
あ
る
注
意
事
項
も
、
読
ん
で

お
き
ま
し
ょ
う
。

2
、
診
療
を
受
け
る
時
は
必
ず
持
参

し
、
長
期
に
わ
た
る
診
療
の
場
合
は

月
に
一
回
は
必
ず
医
療
機
関
に
提
出

し
ま
し
ょ
う
。

　
出
稼
ぎ
先
の
事
業
所
で
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
離
職

と
同
時
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
届
出
を
市
民
生
活
課
の
窓
口
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
受
診
中
で
あ
る

場
合
は
医
療
機
関
の
窓
口
に
も
被
保

険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

小昭

施ン

■
該
当
者

ω
一
回
目
…
昭
和
五
十
五
年
七
月
一

日
～
十
二
月
三
十
一
日
生
ま
れ
の
人

ω
二
回
目
…
昭
和
五
十
五
年
一
月
一

日
～
六
月
三
十
日
生
ま
れ
の
人
。

㈹
そ
の
他
四
歳
ま
で
で
一
度
も
生
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
て
い

な
い
人
と
一
回
t
か
受
け
て
な
い
人
。

■
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
…
…
有

熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
下

痢
を
し
て
い
る
人
、
そ
の
他
医
師
が

不
適
と
認
め
た
人
。

ロ
注
意
事
項
－
…
投
与
日
の
朝
体
温

測
定
を
。
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
。

保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
場
合

は
、
問
診
票
を
保
健
衛
生
課
に
取
り

に
き
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
　
（
時
間
…
午
後
一
時
四
十

分
～
午
後
二
時
四
十
分
、
会
場
…
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

月
日
圃

地
　
　
　
区

四
月
十
四
日
㈹

十
日
町
・
新
座
・
大
井
田

四
月
十
六
日
㈱

中
条
・
川
治
・
六
箇

四
月
十
七
日
囲

吉
田
・
下
条
・
水
沢

雛劔ガン掬亡貞蜂
　　　　　　《醐．嘱｝，
　　（

慧口
四蜘ンの5雛騨

房

蓼

隷
嬢
隷
臓
鞍

饗鷺嶋赫

、
灘

　醸　嫉
選欝だ潔

黙壕　　　　嫉燐、

　　　　一　　　　灘鶏ガン

　
　
　
◎
習
ガ
ン
は
男
女
と
も
四
十
歳
か
ら

　
　
　
加
齢
と
と
も
に
罹
患
串
－
死
亡
率
も

　
　
　
篇
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
◎
纂
期
ガ
ン
の
鱒
塾
な
鰺
蕃
術
を
す

　
　
　
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
頁
群
な
お
り
ま
す
。

　
　
　
◎
胃
集
団
検
診
を
受
崖
5
ど
、
胃
ガ

　
　
　
ン
の
ほ
か
に
、
い
ろ
い
ろ
な
胃
の
病

　
　
　
気
が
み
つ
か
り
ま
す
。
胃
ガ
ウ
は
、

　
　
　
潰
瘍
。
胃
ポ
リ
ー
プ
・
慢
煙
胃
炎
等

『
鶉
遜
鱗
縷

　
　
、
こ
す

　
　
｛
お
の
榊
つ
の
道
な
の
で
す
。

　
　
る
の
◎
男
ン
婁
く
薯
縫

灘
肘
讐
生
藝
蕎
書

期
翔
鯉
爺
㌦
耀
鑑

　
　
　
　
　
　
、
野
菜
や
く
だ
ぢ
似
を
多
く
と

　
　
　
　
　
　
り
入
れ
で
・
バ
麓
ン
、
ス
の
と

　
　
　
　
　
　
れ
た
食
生
活
が
鳳
ガ
ン
の
予

　
　
　
　
　
　
防
に
役
立
っ
ズ
い
ゐ
凝
う
で

す
φ

謄
、
・

』
市
で
は
来
隼
度
も
胃
集
翻
検
診
を

案
億
し
家
す
の
で
、
姫
娠
し
て
い
る

人
、
胃
鈴
奥
合
め
悪
い
人
、
治
療
中

の
人
（
医
飯
に
霞
接
に
）
、
す
で
に

腎
の
毛
術
を
し
だ
人
を
除
く
、
四
十

歳
以
叢
礁
人
纏
幾
こ
の
検
診
を
受
け

る
こ
と
を
お
ず
ず
め
い
た
し
ま
す
．
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出
荷
額
等
七
百
六
億
八
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
●
五
十
五
年
工
業
統
計
調
査
概
数
●

　
市
総
務
課
で
は
、
昨
年
十
二
月
末

現
在
で
実
施
し
た
工
業
統
計
調
査
結

果
の
概
数
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
事
業
所
数
は
前
年
に
比
べ
百
八
事

業
所
（
五
・
五
簿
）
減
っ
て
千
八
百

六
十
二
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主

に
繊
維
部
門
の
減
少
で
、
特
に
出
機

事
業
所
が
百
三
十
八
減
り
、
そ
の
ほ
か

休
業
も
六
十
一
事
業
所
あ
り
ま
す
．

　
従
業
者
数
は
七
千
五
百
六
十
人
と

な
り
、
前
年
比
二
百
三
十
八
人
（
二
・

産業分類 事業所数 従業者数 出荷額等

総　　　　数 1，862 7，560人 　　万li7，068，294

食　　料　　品 28 255 198，583

繊維　工　業 1，743 6，226 6，026，210

（うち出機〉 （1，094） （46，224）

衣　　　　　服 5 31 16，332

木材・木製品 20 66 39，720

家具・装備品 15 83 52，272

パノレプ・紙 5 32 13，494

出版・印刷 5 82 43，067

ゴ　ム　製　品

な　め　し　皮 1 X X
窯　　　　業 6 99 200，277

金　属　製　品 2 13 13，163

一般機械器具 14 256 180，915

電気機械器具 8 201 22，666

輸送用機械器具 1 X X
精密機械器具 1 X X
そ　　の　　他 8 55 57，901

X　の　合　計 161 203，694

○
暫
）
の
減
少
で
す
。
こ
れ
も
繊
維

部
門
で
四
百
七
十
人
減
っ
た
こ
と
が

主
な
原
因
で
す
が
、
逆
に
電
気
機
械

器
具
で
は
百
六
十
五
人
、
食
料
品
で
は

三
十
三
人
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
出
荷
額
等
三
・
九
欝
の
減

　
製
造
品
出
荷
額
等
は
七
百
六
億
八

千
二
百
九
十
四
万
円
で
、
前
年
比
二

十
八
億
八
千
六
百
五
十
七
万
円
（
三
・

九
獅
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
繊
維
部
門
で
の
約
四
億
六
千
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

円
の
減
少
を
、
一
般
機
械
器
具
（
約

四
千
七
百
万
円
増
）
食
料
品
（
約
三

千
万
円
増
）
な
ど
で
補
い
き
れ
な
か

っ
た
も
の
で
す
。

　
総
体
的
に
み
る
と
、
依
然
と
し
て

地
場
産
業
で
あ
る
繊
維
工
業
の
厳
し

い
業
況
が
続
い
て
い
る
中
で
、
食
料

品
・
一
般
機
械
器
具
な
ど
で
は
順
調

な
伸
び
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機

間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

去
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

過
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

推
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

工

年次 事業所数
　　　　人
従業者数 出荷額ぜ円年次 事業所数

　　　　人
従業者数

　　　　万円
出荷額等

46 1，286 9，295 4，063，934 51 2，339 9，611 8，313，319

47 1，281 9，415 4，671，379 52 2，189 8，405 7，388，460

48 2，414 10，669 6，153，979 53 2，073 8，028 7，242，420

49 2，348 10，284 7，023，018 54 1，970 7，798 7，356，951

50 2，396 10，108 8，002，859 55 1，862 7，560 7，068，294

⑭　　　　　　　　　⑳　　　　　　⑫　　　㊥⑭

＊

＊
届
出
が
必
要
で
す
＊

　　下条

象駒一…＿旧

　
　
熱

条
諜
蓄
、
鋤
、

　
　
・
β
　
驚
　
、
＼
欝

中
蕊
牽
鞍
黙
鴇
＼
㌧

＼
難
懸
、
沢

　
　
無
．
　
、

　
．
冬
ー
』
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
－
θ

　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
田
　
　
一

　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
吉
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土
地
の
買
占
め
や
地
価
の
暴
騰
な

ど
を
防
止
し
て
、
有
効
か
つ
た
い
せ

つ
に
土
地
利
用
を
は
か
る
た
め
、
国

土
利
用
計
画
法
に
よ
っ
て
一
定
面
積

以
上
の
土
地
取
引
を
す
る
場
合
は
、

事
前
に
届
出
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
場
合
、
つ
ぎ
の
面
積

要
件
の
土
地
売
買
を
行
う
と
き
は
、

取
引
の
当
事
者
（
売
主
と
買
主
）
は

契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に
市
役

所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
都
市
計
画
区
域
（
十
日
町
・
中
条
・

川
治
・
六
箇
地
区
）
の
場
合
、
五
干

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

◆
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
（
下

条
・
吉
田
・
水
沢
地
区
）
の
場
合
、

－
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

　
な
お
、
前
記
の
面
積
要
件
以
上
で

あ
れ
ば
、
買
主
及
び
売
主
が
複
数
の

場
合
や
何
年
間
か
に
渡
っ
て
売
買
す

る
土
地
面
積
の
合
計
が
基
準
以
上
で

あ
る
と
き
も
届
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
を
し
な
い
と

　
も
し
、
届
出
を
し
な
い
で
土
地
取

引
を
す
る
と
、
六
ヵ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
屈
出
書
の
用
紙
は
市
・
総

務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
ー
三
一
一

一
番
内
線
二
三
五
）
に
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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春
の
異
動
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
転
入

や
転
出
な
ど
、
異
動
し
た
時
に
は
、

市
民
生
活
課
に
つ
ぎ
の
届
け
を
忘
れ

ず
に
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
異
動
届

は
出
張
所
で
は
、
取
り
扱
い
ま
せ
ん

の
で
、
市
役
所
ま
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　
◆
転
　
入
　
届
◆

　
転
入
す
る
と
こ
ろ
の
番
地
を
あ
ら

か
じ
め
調
べ
て
、
転
入
し
て
か
ら

十
四
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の

は
前
の
住
所
地
の
市
町
村
の
発
行
し

た
転
出
証
明
書
、
印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
加
入
者
）
、
国
民

年
金
手
帳
（
加
入
者
）
で
す
。
手
数

料
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
　
◆
転
　
出
　
届
◆

　
十
日
町
市
外
に
住
所
を
移
す
と
き

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
転
出
の
予

定
が
あ
ま
り
先
（
五
日
位
）
の
場
合

は
転
出
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
転
出
先
の
番
地

と
世
帯
主
氏
名
を
あ
ら
か
じ
め
調

べ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
持
参
い
た
だ

く
も
の
は
、
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
加
入
者
）
、
印
鑑
登

録
力
i
ド
（
登
録
者
）
、
手
数
料
、

（
三
月
中
は
百
円
、
四
月
か
ら
は
百

二
十
円
）

　
◆
転
　
居
　
届
◆

　
市
内
で
住
所
を
移
し
た
と
き
十
四

日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
持
参
い
た

　
　
お
祝
い

だ
く
も
の
は
、
印
鑑
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
加
入
者
）
、
国
民
年

金
手
帳
（
加
入
者
）
で
す
。

◆
世
帯
主
変
更
届
、
世
帯

　
　
分
離
届
、
世
帯
合
併
届
◆

　
こ
の
届
け
出
は
随
時
受
付
け
て
い

ま
す
。
変
更
が
あ
っ
た
ら
早
目
に
お

屈
け
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
市
民
生
活
課
市
民
係
（
8

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二
〇
）
へ
。

　
　
　
電
報
は
早
目
に

～
三
日
前
ま
で
な
ら
百
五
十
円
割
引
に
～

　
春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
結
婚

式
に
花
を
添
え
る
お
祝
い
電
報
を
利

用
す
る
ほ
と
ん
ど
の
か
た
が
、
結
婚

式
の
当
日
か
前
日
に
申
し
込
ん
で
い

ま
す
。
電
々
公
社
で
は
、
配
達
日
の

十
日
前
か
ら
配
達
日
を
指
定
し
た
電

報
の
受
付
け
を
し
て
い
ま
す
が
、
式

当
日
の
三
日
前
ま
で
で
す
と
一
通
に

つ
き
百
五
十
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
春
の
祝
電
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
目
は
、
二
十
七
目
（
金
）

四
月
二
日
（
木
）
、
十
九
日
（
日
）

二
十
五
日
（
土
）
、
五
月
山
日
（
金
）

五
日
（
火
）
、
八
日
（
金
）
で
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教
室
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
を

　
基
本
的
な
電
話
マ
ナ
ー
、
正
し
い

電
話
の
か
け
方
が
身
に
つ
い
て
い
な

い
た
め
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
電
話
の
か
け
方
、
う
け

方
を
見
直
し
、
潤
い
の
あ
る
テ
レ
ホ

ン
ラ
イ
フ
を
築
い
て
い
た
だ
く
た
め

「
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教
室
」
を
ご
利
用

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

電
話
教
室
の
内
容
　
　
一
、
電
話
の
正

し
い
か
け
方
、
う
け
方
。
二
、
映
画

三
、
電
話
模
擬
セ
ッ
ト
に
よ
る
実
習

実
施
場
所
　
電
話
局
か
ら
皆
さ
ん
の

と
こ
ろ
へ
伺
い
ま
す
。

所
要
時
間
　
二
時
間
程
度

申
し
込
み
方
法
　
開
催
希
望
日
時
、

出
席
人
員
を
電
報
電
話
局
サ
ー
ビ
ス

管
理
係
（
8
二
－
三
三
七
〇
番
）
へ
。

㊧
⑱
㊧
⑳
◎
⑤

引
越
し
の
時
に
は

　
　
　
こ
の
点
に
注
意
を

　
転
出
の
と
き

　
引
越
し
の
五
日
前
ま
で
に
、
最
寄

り
の
東
北
電
力
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

一
、
領
収
証
に
記
載
し
て
あ
る
契
約

　
番
号

二
、
お
と
こ
ろ
、
お
名
前
、
引
越
し

　
の
日
時
、
引
越
し
先

　
転
入
の
と
き

　
引
越
し
先
で
、
新
し
く
電
気
を
ご

使
用
に
な
る
と
き
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

を
お
忘
れ
な
く
。

一
、
安
全
ブ
レ
ー
カ
ー
の
場
合
に
は

ス
イ
ッ
チ
を
「
入
」
に
、
安
全
器
の
場

合
に
は
フ
タ
を
閉
め
る
と
点
灯
し
ま

す
。二

、
電
気
が
つ
い
た
ら
ブ
レ
ー
カ
ー

か
安
全
器
に
吊
り
さ
げ
ら
れ
て
い
る

電
気
使
用
申
込
み
の
ハ
ガ
キ
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
東
北
電
力
あ

て
お
送
り
く
だ
さ
い
．

婦
人
電
気
教
室
開
設

　
東
北
電
力
で
は
、
正
し
い
電
気
の

取
扱
い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
楽
し

い
電
化
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

婦
人
電
気
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
あ

な
た
も
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

期
日
　
五
月
～
十
月
（
七
回
コ
ー
ス
）

時
間
　
午
後
一
時
半
～
四
時

内
容
　
電
気
の
知
識
、
修
理
実
習
、

上
手
な
使
い
方
、
移
動
教
室
な
ど

受
講
料
　
千
円
（
実
習
材
料
費
）

申
し
込
み
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業

所
サ
ー
ビ
ス
係
（
密
二
⊥
三
〇
七
番
）

締
切
り
　
四
月
三
十
日
困

定
員
　
四
十
人
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融
雪
時
の

鉄
砲
水

　
三
月
二
十
日
、
山
の
試
験
地
の
積

雪
が
よ
う
や
く
三
材
を
割
り
ま
し
た
。

気
温
が
あ
が
り
、
春
一
番
が
吹
き
、

本
格
的
な
融
雪
時
期
を
迎
え
て
、
中

に
ご
注
意

小
河
川
の
雪
ど
け
に
よ
る
は
ん
ら
ん

が
起
き
て
い
ま
す
。
上
流
で
起
っ
た

雪
崩
で
せ
き
止
め
ら
れ
た
水
は
、
鉄

砲
水
に
な
っ
て
流
れ
て
き
ま
す
。
東

頸
城
郡
牧
村
で
は
、
警
戒
中
の
役
場

職
員
が
、
こ
の
鉄
砲
水
の
犠
牲
に
な

　
っ
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
で
も
、
十

三
日
に
田
川
で
、
十
四
目
に
は
、
晒

川
と
当
間
川
で
鉄
砲
水
に
よ
る
災
害

が
起
き
て
い
ま
す
。

　
　
川
岸
や
雪
で
埋
っ
た
中
小
河
川
の

近
く
に
行
く
の
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
特
に
、
児
童
や
幼
児
の
遊
び

に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
監
視
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

睾
耗
盈
、

四
月
六
日
～
十
五
日

　
　
　
運
動
の
重
点

一
、
歩
行
者
、
特
に
子
供
の
交

　
　
通
事
故
防
止

一
、
自
動
車
の
安
全
利
用
の
促

　
　
進

繭
、
無
謀
運
転
の
追
放

　
　
　
十
日
町
市
社
会
福
祉

　
　
協
議
会
で
は
、
つ
ぎ
の

一
　
と
お
り
職
員
を
募
集
し

会
ま
す
．

議
募
集
職
種
自
動
車
運

協　
　
転
手
兼
用
務
員

祉爾
昌
募
集
人
員
　
一
名

ネム
室
応
募
資
格
　
昭
和
十
一

一市社

募
集
期
間

申
し
込
み
先
及
び
提
出
書
類

務
課
へ
　
ω
市
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
採
用
試
験
申
し
込
み
書
　
ω
身
体

検
査
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
期
日
　
四
月
下
旬
に
市
役
所
で

勤
務
場
所
・
採
用
年
月
日
　
十
日
町

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
i
（
六
箇
田
麦
、

地
内
）
に
勤
務
し
、
採
用
は
五
十
六

年
五
月
一
日
の
予
定

給
与
等
　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議

会
給
与
規
程
に
よ
る
ほ
か
、
公
務
上

ぼ
か
の
疾
病
等
に
対
す
る
補
償
制
度

や
給
付
の
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
　
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者

な
ど
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、

市
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
奮
七
－
三

一
二
番
内
線
二
三
三
）
へ
。

年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
男
子
で
大
型
自

動
車
一
種
免
許
の
あ
る

市
内
在
住
の
人
。

四
月
六
日
シ
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
市
総

庭野好さんに災害見舞金
　～お彼岸の入りに市長、仏前へ～

　1月14日、豪雪のさなか、自宅の屋根

の雪おろしをしていた庭野好さん（焼野）

が、融雪されたコンクリートの上に転落

し、死亡する事故がありました。今冬の

異常豪雪のただ一人の犠牲者です。お彼

岸の入りの18日、諸里市長は、夫の庭野

恭一さんを訪れ、被災見舞金（百万円）

をお届けし、ご冥福をお祈りしました。

ー
1
匿
I
I
I
I
I
I
I
I
I
ー
ー
I
I
I
I
I
l

須
藤
剛
彦
さ
ん

見
事
全
国
二
位
に

　
三
月
七
日
、
長
野
県
の
北
志
賀
、

竜
王
ス
キ
；
場
で
開
か
れ
た
、
　
「
国

際
障
害
者
年
記
念
i
第
十
回
身
体
障

害
者
全
国
大
会
」
で
、
川
治
の
須
藤

一
彦
さ
ん
が
、
上
級
の
部
、
申
告
タ

イ
ム
レ
ー
ス
（
大
回
転
）
に
、
県
代

表
と
し
て
出
場
し
、
見
事
、
二
位
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
も
、
中
級
の
部

で
二
位
に
入
賞
し
て
お
り
、
連
続
の

好
成
績
で
す
。

　
須
藤
さ
ん
は
、
こ
の
つ
ぎ
は
、
タ

イ
ム
レ
ー
ス
に
出
場
し
、
将
来
は
、

国
際
大
会
に
も
出
場
し
た
い
と
張
り

き
っ
て
い
ま
し
た
。

犬
の
登
録
と

注
射

　
五
十
六
年
度
の
犬
の
登
録
と
第
一

回
狂
犬
病
予
防
注
射
が
、
四
月
中
旬

（
二
十
一
日
～
二
十
三
日
の
予
定
）

に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
飼
い
主
の
か
た

は
、
忘
れ
ず
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
．

　
詳
細
は
四
月
十
日
発
行
の
市
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い
合
せ
は

市
民
生
活
課
環
境
係
（
溶
七
i
三
一

一
一
番
内
線
二
二
六
）
へ
。
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春
の
異
動
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
転
入

や
転
出
な
ど
、
異
動
し
た
時
に
は
、

市
民
生
活
課
に
つ
ぎ
の
届
け
を
忘
れ

ず
に
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
異
動
届

は
出
張
所
で
は
、
取
り
扱
い
ま
せ
ん

の
で
、
市
役
所
ま
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　
◆
転
　
入
　
届
◆

　
転
入
す
る
と
こ
ろ
の
番
地
を
あ
ら

か
じ
め
調
べ
て
、
転
入
し
て
か
ら

十
四
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の

は
前
の
住
所
地
の
市
町
村
の
発
行
し

た
転
出
証
明
書
、
印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
加
入
者
）
、
国
民

年
金
手
帳
（
加
入
者
）
で
す
。
手
数

料
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
　
◆
転
　
出
　
届
◆

　
十
日
町
市
外
に
住
所
を
移
す
と
き

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
転
出
の
予

定
が
あ
ま
り
先
（
五
日
位
）
の
場
合

は
転
出
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
転
出
先
の
番
地

と
世
帯
主
氏
名
を
あ
ら
か
じ
め
調

べ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
持
参
い
た
だ

く
も
の
は
、
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
加
入
者
）
、
印
鑑
登

録
力
i
ド
（
登
録
者
）
、
手
数
料
、

（
三
月
中
は
百
円
、
四
月
か
ら
は
百

二
十
円
）

　
◆
転
　
居
　
届
◆

　
市
内
で
住
所
を
移
し
た
と
き
十
四

日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
持
参
い
た

　
　
お
祝
い

だ
く
も
の
は
、
印
鑑
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
加
入
者
）
、
国
民
年

金
手
帳
（
加
入
者
）
で
す
。

◆
世
帯
主
変
更
届
、
世
帯

　
　
分
離
届
、
世
帯
合
併
届
◆

　
こ
の
届
け
出
は
随
時
受
付
け
て
い

ま
す
。
変
更
が
あ
っ
た
ら
早
目
に
お

屈
け
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
市
民
生
活
課
市
民
係
（
8

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二
〇
）
へ
。

　
　
　
電
報
は
早
目
に

～
三
日
前
ま
で
な
ら
百
五
十
円
割
引
に
～

　
春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
結
婚

式
に
花
を
添
え
る
お
祝
い
電
報
を
利

用
す
る
ほ
と
ん
ど
の
か
た
が
、
結
婚

式
の
当
日
か
前
日
に
申
し
込
ん
で
い

ま
す
。
電
々
公
社
で
は
、
配
達
日
の

十
日
前
か
ら
配
達
日
を
指
定
し
た
電

報
の
受
付
け
を
し
て
い
ま
す
が
、
式

当
日
の
三
日
前
ま
で
で
す
と
一
通
に

つ
き
百
五
十
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
春
の
祝
電
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
目
は
、
二
十
七
目
（
金
）

四
月
二
日
（
木
）
、
十
九
日
（
日
）

二
十
五
日
（
土
）
、
五
月
山
日
（
金
）

五
日
（
火
）
、
八
日
（
金
）
で
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教
室
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
を

　
基
本
的
な
電
話
マ
ナ
ー
、
正
し
い

電
話
の
か
け
方
が
身
に
つ
い
て
い
な

い
た
め
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
電
話
の
か
け
方
、
う
け

方
を
見
直
し
、
潤
い
の
あ
る
テ
レ
ホ

ン
ラ
イ
フ
を
築
い
て
い
た
だ
く
た
め

「
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教
室
」
を
ご
利
用

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

電
話
教
室
の
内
容
　
　
一
、
電
話
の
正

し
い
か
け
方
、
う
け
方
。
二
、
映
画

三
、
電
話
模
擬
セ
ッ
ト
に
よ
る
実
習

実
施
場
所
　
電
話
局
か
ら
皆
さ
ん
の

と
こ
ろ
へ
伺
い
ま
す
。

所
要
時
間
　
二
時
間
程
度

申
し
込
み
方
法
　
開
催
希
望
日
時
、

出
席
人
員
を
電
報
電
話
局
サ
ー
ビ
ス

管
理
係
（
8
二
－
三
三
七
〇
番
）
へ
。

㊧
⑱
㊧
⑳
◎
⑤

引
越
し
の
時
に
は

　
　
　
こ
の
点
に
注
意
を

　
転
出
の
と
き

　
引
越
し
の
五
日
前
ま
で
に
、
最
寄

り
の
東
北
電
力
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

一
、
領
収
証
に
記
載
し
て
あ
る
契
約

　
番
号

二
、
お
と
こ
ろ
、
お
名
前
、
引
越
し

　
の
日
時
、
引
越
し
先

　
転
入
の
と
き

　
引
越
し
先
で
、
新
し
く
電
気
を
ご

使
用
に
な
る
と
き
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

を
お
忘
れ
な
く
。

一
、
安
全
ブ
レ
ー
カ
ー
の
場
合
に
は

ス
イ
ッ
チ
を
「
入
」
に
、
安
全
器
の
場

合
に
は
フ
タ
を
閉
め
る
と
点
灯
し
ま

す
。二

、
電
気
が
つ
い
た
ら
ブ
レ
ー
カ
ー

か
安
全
器
に
吊
り
さ
げ
ら
れ
て
い
る

電
気
使
用
申
込
み
の
ハ
ガ
キ
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
東
北
電
力
あ

て
お
送
り
く
だ
さ
い
．

婦
人
電
気
教
室
開
設

　
東
北
電
力
で
は
、
正
し
い
電
気
の

取
扱
い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
楽
し

い
電
化
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

婦
人
電
気
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
あ

な
た
も
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

期
日
　
五
月
～
十
月
（
七
回
コ
ー
ス
）

時
間
　
午
後
一
時
半
～
四
時

内
容
　
電
気
の
知
識
、
修
理
実
習
、

上
手
な
使
い
方
、
移
動
教
室
な
ど

受
講
料
　
千
円
（
実
習
材
料
費
）

申
し
込
み
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業

所
サ
ー
ビ
ス
係
（
密
二
⊥
三
〇
七
番
）

締
切
り
　
四
月
三
十
日
困

定
員
　
四
十
人

（g）”Ill””1”1””1”””Ill“とお”93」サ」田るだ’」阪”1”II”II“1”II”II”IIll””lll““1”1”1（第3種郵便物認可）昭和56年3月25日

融
雪
時
の

鉄
砲
水

　
三
月
二
十
日
、
山
の
試
験
地
の
積

雪
が
よ
う
や
く
三
材
を
割
り
ま
し
た
。

気
温
が
あ
が
り
、
春
一
番
が
吹
き
、

本
格
的
な
融
雪
時
期
を
迎
え
て
、
中

に
ご
注
意

小
河
川
の
雪
ど
け
に
よ
る
は
ん
ら
ん

が
起
き
て
い
ま
す
。
上
流
で
起
っ
た

雪
崩
で
せ
き
止
め
ら
れ
た
水
は
、
鉄

砲
水
に
な
っ
て
流
れ
て
き
ま
す
。
東

頸
城
郡
牧
村
で
は
、
警
戒
中
の
役
場

職
員
が
、
こ
の
鉄
砲
水
の
犠
牲
に
な

　
っ
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
で
も
、
十

三
日
に
田
川
で
、
十
四
目
に
は
、
晒

川
と
当
間
川
で
鉄
砲
水
に
よ
る
災
害

が
起
き
て
い
ま
す
。

　
　
川
岸
や
雪
で
埋
っ
た
中
小
河
川
の

近
く
に
行
く
の
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
特
に
、
児
童
や
幼
児
の
遊
び

に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
監
視
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

睾
耗
盈
、

四
月
六
日
～
十
五
日

　
　
　
運
動
の
重
点

一
、
歩
行
者
、
特
に
子
供
の
交

　
　
通
事
故
防
止

一
、
自
動
車
の
安
全
利
用
の
促

　
　
進

繭
、
無
謀
運
転
の
追
放

　
　
　
十
日
町
市
社
会
福
祉

　
　
協
議
会
で
は
、
つ
ぎ
の

一
　
と
お
り
職
員
を
募
集
し

会
ま
す
．

議
募
集
職
種
自
動
車
運

協　
　
転
手
兼
用
務
員

祉爾
昌
募
集
人
員
　
一
名

ネム
室
応
募
資
格
　
昭
和
十
一

一市社

募
集
期
間

申
し
込
み
先
及
び
提
出
書
類

務
課
へ
　
ω
市
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
採
用
試
験
申
し
込
み
書
　
ω
身
体

検
査
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
期
日
　
四
月
下
旬
に
市
役
所
で

勤
務
場
所
・
採
用
年
月
日
　
十
日
町

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
i
（
六
箇
田
麦
、

地
内
）
に
勤
務
し
、
採
用
は
五
十
六

年
五
月
一
日
の
予
定

給
与
等
　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議

会
給
与
規
程
に
よ
る
ほ
か
、
公
務
上

ぼ
か
の
疾
病
等
に
対
す
る
補
償
制
度

や
給
付
の
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
　
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者

な
ど
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、

市
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
奮
七
－
三

一
二
番
内
線
二
三
三
）
へ
。

年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
男
子
で
大
型
自

動
車
一
種
免
許
の
あ
る

市
内
在
住
の
人
。

四
月
六
日
シ
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
市
総

庭野好さんに災害見舞金
　～お彼岸の入りに市長、仏前へ～

　1月14日、豪雪のさなか、自宅の屋根

の雪おろしをしていた庭野好さん（焼野）

が、融雪されたコンクリートの上に転落

し、死亡する事故がありました。今冬の

異常豪雪のただ一人の犠牲者です。お彼

岸の入りの18日、諸里市長は、夫の庭野

恭一さんを訪れ、被災見舞金（百万円）

をお届けし、ご冥福をお祈りしました。

ー
1
匿
I
I
I
I
I
I
I
I
I
ー
ー
I
I
I
I
I
l

須
藤
剛
彦
さ
ん

見
事
全
国
二
位
に

　
三
月
七
日
、
長
野
県
の
北
志
賀
、

竜
王
ス
キ
；
場
で
開
か
れ
た
、
　
「
国

際
障
害
者
年
記
念
i
第
十
回
身
体
障

害
者
全
国
大
会
」
で
、
川
治
の
須
藤

一
彦
さ
ん
が
、
上
級
の
部
、
申
告
タ

イ
ム
レ
ー
ス
（
大
回
転
）
に
、
県
代

表
と
し
て
出
場
し
、
見
事
、
二
位
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
も
、
中
級
の
部

で
二
位
に
入
賞
し
て
お
り
、
連
続
の

好
成
績
で
す
。

　
須
藤
さ
ん
は
、
こ
の
つ
ぎ
は
、
タ

イ
ム
レ
ー
ス
に
出
場
し
、
将
来
は
、

国
際
大
会
に
も
出
場
し
た
い
と
張
り

き
っ
て
い
ま
し
た
。

犬
の
登
録
と

注
射

　
五
十
六
年
度
の
犬
の
登
録
と
第
一

回
狂
犬
病
予
防
注
射
が
、
四
月
中
旬

（
二
十
一
日
～
二
十
三
日
の
予
定
）

に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
飼
い
主
の
か
た

は
、
忘
れ
ず
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
．

　
詳
細
は
四
月
十
日
発
行
の
市
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い
合
せ
は

市
民
生
活
課
環
境
係
（
溶
七
i
三
一

一
一
番
内
線
二
二
六
）
へ
。
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　許一蟹＝焼物コースー…竃器＝腿＝紺
　れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　1土こね一成形一素焼一本焼1
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　1の全過程を学び、創造の楽1
　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ

　1しみと焼物について研究す1
　圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞬
　じじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　躍る。　　　　　　　　　　　　筒
　醐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凶
　岡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ●
　憶＝闘【舘累＝＝累器＝器コ【裏・＝．。翼零＝竃＝zコロ＝累＝＝塞．．コ【既創

¢

　驚一演劇コース＝＝器塞駆塞駆…竃＝一碧
　れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　1発声の基礎から公演まで幅1
ひ饗　　　　　　　　　　　　　製
　闘広い自己表現の探求．　　　闘
　銘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認
　ほzz累・6累zの＝器コ駆zz・＝＝器冨累＝罵器＝畠z竃駆翼“コ【＝・』

　蜂・竃イラストとまんがコースr
　リロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1二次元の世界に限りない夢1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　1を…イラスト、まんがの基1
£》認　　　　　　　　　　　　　認
　1磯技法を学び創作活動を行1
　岡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞬
　の　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　藁つ。　　　　　　　　　　　藁
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め
　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　邑駆冨器コ【跳冨二踊【器＝zzコ監器塞闘竃器冨認翼z踊【器コ【駆製

：鱒　　F竃ミニコミ紙研究コース2竃噸
コ　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

l　　lミニコミ紙発行を通して昌
ロ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

昌　　詰現代社会を考える．ミニ1
　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ほ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

」　　1コミの役割も併せて学ぶ1
　　胴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圓
　　ぬニ　ユニぬ　ハヨぬヨニコ　ロコじハヨとロヨぬヨほニコロニづ

紫〉　　　　凸

評塞軍エックスコース塞塞…＝零塞器＝
ロ

1未知数「X」なにかしませ
製
鋸んか。
ロ

益篇竃；鷹跳蹴z竃駆罵3濫罵器躍z鷹器鷹■捌闘監駆翼＝

畿饗翻
それぞれのコースでは専門

講師が指導します。

幽期間は1年間
幽毎週木曜日夜7時～9時
囹全体で学習や、スポーツ、

レクリェーションも企画

囹教材費は実費です。

囹通信費400円（ハガキ代）

その他自治会費1，600円

合計2，000円（予定）

評竃＝写真コースー累…躍＿＿噸
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1自分のねらいを写真でどう1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1表現するか。基礎技術を学1《…
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

1びながら芸術写真へ。　　鯉
圓　　　　　　　　　　　　　　　凝
厳駆罵雛3肥冨翫＝器冨：茎鳳3耳塞濫躍認z＝器冨駆コ【z■＝器雌

野一料理コース：を＝一塞器冨器＝累：＝＝＝翌
れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1より良い健康管理のための1
饗　　　　　　　　　　　　　睡《i
賛料理方法を学ぶ。　　　　　藁

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

雛駆＝■【盤濫：”駆＝コ■【駆コ隅zコ躇＝星蹄竃器竃器竃器コ【星z＝駆遡

　　＿　　　　　9　　　◎律．噸画言輪コ＿ス＿＿＿＿＿．
麟謬三蚤7r罫Ψr曙霧71　　1映画を鑑賞し・評論し合い・映画のl

l学ぶ．文芸評論や創作活動を実践し1　　　腓題を生活の中にどう生かすか・1
お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　セロコニ　ロコニ　ユユヨヨ　コニまヨとさ　とニョユコヨニュヨさとヨロヨニュヨぎ　ニロヨハヨニュね

1コース誌を発行する　　　　　　鰭
圏　　　　　　。　　　　　旨　　　　　　　　　園開級式は
雛z一累器冨屡纒器翼z・累駆累呂竃竃舘コロ鷹累駆獄＝ヨ闘＝器コ駆呂罵器累讐調既濫超

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月16日休）夜7時から

申込み・問い合わせは十日町市公民館（台7遇011番）　＋日町市公民館で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～おいでください！～

　青春の仲間づくりの場

　　　　　　　　　川潜灘灘購座へ
★期　　間　昭和56年4月～昭和57年3月

★経　　費　受講料は無料、教材費は各自負担

★申し込み　川治地区公民館（E2－2223番）へ電話も可

★開講日　昭和56年4月10日夜7時～
　講座の内容

コース テ　　　ー　　　　マ 講　師 学習口

い　け　花 お花をとおして情操豊かな
生活を 大関君子

毎月

1，2，3火曜日

食　生　活 これからの食生活と料理法 松村伸子
毎月

1，2，3水曜目

レクリェー

ション

レクを通して自己表現の探
求を。グルーブワークトレ
ーニング。広報づくり。スポ
ーツや話合いで仲間づくり

必要に応じ

専門家を
毎週木曜日

　
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社
会
教

育
活
動
を
さ
か
ん
に
す
る
た
め
、
団

体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
会
場
を
無
料

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
、
公
民
館
（
十

目
町
・
中
条
・
飛
渡
・
川
治
・
下
条
）

を
学
習
、
文
化
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
社
会
教
育
活
動
に
利
用
す

申
・
・
繍
鑛
“
蔽
慕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
青

す
る
団
体
．
グ
牛
プ
．
そ
れ
ぞ
れ
の
公
若
一

民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　　　’r20歳饗醐1蝋、．1募集中〃
　成人おめでとうございます。

　「20歳」は、あなたがずっと続けてきた自己形成の旅の再出発点とは

言えないでしょうか。この機会にあなたの20歳を考えてみてください。

「20歳の記録」をつぎのように募集します、ぜひご応募ください。

●書き方　文章の上手・下手にこだわらず、自分の体験、考えをもと

　　　　に、あなたの本当の声を書くようにしてください。原稿に
　　　　はテーマ、氏名、住所、職業を明記してください。

●字数2，000字以内（用紙自由）1人2篇まで。
●その他　応募者全員に記念品を差し上げます。また、原稿は記念文

　　　　集r20歳の記録」におさめ、式当日出席者におわたしします・

●宛　先　十日町市公民館「20歳の記録」係

　青少年ホームは市内に働

く若い人たちが仕事のあと

のひとときを皆んなで憩い、

仲間をつくり、趣味やスポ

ーツ教養・技術を身にっけ

るところ。

　4月から開講する教養講
座の受講生を募集します。

（初心者歓迎）

●受講資格　市内で働く青

　年

●申し込み　定員になり次

　第に締切りますので、お

　早めに申し込みを。電話
　の申込・∫（87－8918番）

●開講式　4月7目図午後
　6時半かド）（青少年ホー
　ム講習室）

講
座
名

実
習
日

募
集
人
員

教
材
費
（
一
ヵ
月

花
　
道

第
一
第
三
木
曜
日

二
十
五
名

千
二
百
円

花
　
道

第
二
第
四
木
曜
日

二
十
五
名

千
二
百
円

茶
　
道

毎
週
月
曜
日

十
五
名

五
百
円

料
　
理

第
一
第
三
水
曜
日

二
十
名

七
百
円

料
　
理

第
二
第
四
水
曜
日

二
十
名

七
百
円

着
も
の
着
付

毎
週
金
曜
日

二
十
名

七
百
円

（瑠、謂霊召）
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昨
年
の
七
月
以
来
工
事
を
進
め
て

い
た
東
下
組
小
学
校
校
舎
、
屋
内
体

育
館
の
建
設
工
事
は
、
今
冬
の
豪
雪

の
中
で
も
順
調
に
進
み
、
十
八
日
、

喜
び
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
千
五
百
㎡
の
建
築
面
積
に
、
二
億

三
千
五
百
万
円
余
を
か
け
た
、
冬
暖

か
く
夏
涼
し
い
モ
ダ
ン
な
校
舎
で
す
．

特
に
暖
房
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
f
制

御
に
よ
る
電
気
暖
房
が
と
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
諸
里
市
長
は
「
自
分

の
で
た
学
校
に
、
自
分
の
子
供
達
を

入
学
さ
せ
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
、

学
校
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
、
生
徒
代
表

の
水
落
浩
文
君
は
「
す
き
間
風
も
入

っ
て
こ
な
い
新
し
い
校
舎
で
一
生
懸

命
ガ
ン
バ
ル
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
巳
3
『
蓼
5
曜
謬
3
竪
醒
9
8
3
5
竪
置
コ
8
謬
2
8
濫
2
8
蓼
ヨ
曜
謬
ヨ
曜
3
曜
3
曜
3
曜
3
巴
3
曜
9
巳
コ
8
コ
8
コ
曜
コ
曜
コ
曜
歪
書
謬
3
曜
コ
巴
書
置
3
曜
3
巳
3
雪
巳
3
雪
8
コ
8
3
8
謬

北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
教
育
機
器
を
寄
贈
　
渡
第
不
ー
ポ
多
ブ
ル
電
蓄
．
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
第
二
小
－
室
内
用
手
押
運
搬
車
・

　
　
　
　
　
　
　
　
1
市
内
へ
き
地
小
学
校
に
ー
　
　
　
　
六
箇
小
ー
楽
器
ピ
ア
ニ
カ
六
台
●
八

　
十
日
町
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
樋
口
金
松
会
長
）
で
は
、
毎
年
、

ク
ラ
ブ
の
創
立
記
念
日
に
、
へ
き
地

小
学
校
に
教
育
機
器
を
寄
贈
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
も
三
月
十
遍
日
の3／11（水）贈呈式

成
し
、
三
月
十
五
日
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
二
十
五
材
級
ジ
ャ

ン
プ
台
開
き
に
は
、
明
治
大
学
ス
キ

ー
部
と
津
南
中
学
校
ス
キ
ー
部
の
ジ

ャ
ン
プ
選
手
団
が
、
素
晴
ら
し
い
飛

躍
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

創
立
記
念
目
に
つ
ぎ
の
九
小
学
校
に
　
　
箇
小
ー
片
面
用
黒
板
・
真
田
小
－
校

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
器
を
寄
贈
さ
れ
　
　
旗
・
名
ヶ
山
小
ー
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
蓄

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
下
組
小
ー
理
科
用
水
槽
・
野
中
小

大
池
小
－
少
年
少
女
文
学
全
集
・
飛
　
　
ー
応
接
セ
ッ
ト
用
テ
ー
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
三
月
十
五
日
・
ジ
ャ
ン
プ
台
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

市
内
に
は
初
め
て
の
本
格
的
な
ジ
　
〆
　
　
．

ヤ
ン
プ
台
が
十
日
町
ス
キ
i
場
に
完
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
噸

　
　
の

　
町

　
　
日

　
十

　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
■

★
生
ま
れ
た
の
は
市
内
新
水
、
八
歳

の
時
、
東
京
に
転
居
。
そ
し
て
三
十

七
年
間
、
東
京
は
下
町
i
深
川
で

育
ち
、
こ
の
三
月
に
再
び
十
日
町
の

人
に
な
っ
た
の
は
、
下
条
本
町
の
山

田
俊
夫
さ
ん
（
三
十
五
歳
）
で
す
。

★
妻
の
ミ
ヨ
さ
ん
、
父
親
の
熊
三
さ

ん
、
と
も
に
調
理
師
の
免
許
を
も
つ
お

宅
。
俊
夫
さ
ん
も
、
深
川
で
十
五
年

間
、
寿
司
屋
さ
ん
を
や
っ
て
い
た
と

い
う
本
場
じ
こ
み
の
調
理
師
さ
ん
。

こ
の
三
人
の
皆
さ
ん
が
つ
く
る
料
理

は
、
他
に
は
見
れ
な
い
素
晴
ら
し
い

も
の
が
作
ら
れ
る
の
で
は
…
…
と
羨

ま
し
く
も
思
え
ま
す
。

★
「
こ
こ
に
来
て
ま
も
な
い
の
で
、

こ
の
十
日
町
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
ま

だ
ど
こ
も
見
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
落

　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
人

なりました』

赫ら～　〔10〕
町
夫
探

本
俊
京
驚
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
二
月
の

条
田
東
雪
ま
つ
り
は
・
こ
の
十
日
町
に
住
む

下
山
～

ち
着
い
た
ら
、
市
内
の
寿
司
屋
さ
ん

に
行
っ
て
、
東
京
の
味
と
十
日
町
の

味
を
比
較
し
て
見
た
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

★
例
年
に
な
い
今
年
の
豪
雪
に
つ
い

て
は
ー
「
小
さ
い
時
の
印
象
が
残
・

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
程
の
豪
雪
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
本
当
に

人
た
ち
の
心
意
気
に
ふ
れ
、
感
心
い

た
し
ま
し
た
。
」

★
「
下
条
の
青
年
た
ち
が
、
自
分
の

地
域
を
必
死
に
な
っ
て
良
く
す
る
た

め
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
聞
い
て
い
ま
す
。
私
も
一
目
も
早

く
一
緒
に
な
る
こ
と
に
専
念
し
て
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
地
域

づ
く
り
を
し
て
ゆ
き
た
い
。
」
と
抱
負

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3月29日（日）（申込・問い合わせ盈7－2493番）★十日町スキークラブ主催バッチ検定
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　許一蟹＝焼物コースー…竃器＝腿＝紺
　れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　1土こね一成形一素焼一本焼1
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　1の全過程を学び、創造の楽1
　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ

　1しみと焼物について研究す1
　圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞬
　じじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　躍る。　　　　　　　　　　　　筒
　醐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凶
　岡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ●
　憶＝闘【舘累＝＝累器＝器コ【裏・＝．。翼零＝竃＝zコロ＝累＝＝塞．．コ【既創

¢

　驚一演劇コース＝＝器塞駆塞駆…竃＝一碧
　れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　1発声の基礎から公演まで幅1
ひ饗　　　　　　　　　　　　　製
　闘広い自己表現の探求．　　　闘
　銘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認
　ほzz累・6累zの＝器コ駆zz・＝＝器冨累＝罵器＝畠z竃駆翼“コ【＝・』

　蜂・竃イラストとまんがコースr
　リロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1二次元の世界に限りない夢1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　1を…イラスト、まんがの基1
£》認　　　　　　　　　　　　　認
　1磯技法を学び創作活動を行1
　岡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞬
　の　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　藁つ。　　　　　　　　　　　藁
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め
　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　邑駆冨器コ【跳冨二踊【器＝zzコ監器塞闘竃器冨認翼z踊【器コ【駆製

：鱒　　F竃ミニコミ紙研究コース2竃噸
コ　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

l　　lミニコミ紙発行を通して昌
ロ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

昌　　詰現代社会を考える．ミニ1
　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ほ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

」　　1コミの役割も併せて学ぶ1
　　胴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圓
　　ぬニ　ユニぬ　ハヨぬヨニコ　ロコじハヨとロヨぬヨほニコロニづ

紫〉　　　　凸

評塞軍エックスコース塞塞…＝零塞器＝
ロ

1未知数「X」なにかしませ
製
鋸んか。
ロ

益篇竃；鷹跳蹴z竃駆罵3濫罵器躍z鷹器鷹■捌闘監駆翼＝

畿饗翻
それぞれのコースでは専門

講師が指導します。

幽期間は1年間
幽毎週木曜日夜7時～9時
囹全体で学習や、スポーツ、

レクリェーションも企画

囹教材費は実費です。

囹通信費400円（ハガキ代）

その他自治会費1，600円

合計2，000円（予定）

評竃＝写真コースー累…躍＿＿噸
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1自分のねらいを写真でどう1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1表現するか。基礎技術を学1《…
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

1びながら芸術写真へ。　　鯉
圓　　　　　　　　　　　　　　　凝
厳駆罵雛3肥冨翫＝器冨：茎鳳3耳塞濫躍認z＝器冨駆コ【z■＝器雌

野一料理コース：を＝一塞器冨器＝累：＝＝＝翌
れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1より良い健康管理のための1
饗　　　　　　　　　　　　　睡《i
賛料理方法を学ぶ。　　　　　藁

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

雛駆＝■【盤濫：”駆＝コ■【駆コ隅zコ躇＝星蹄竃器竃器竃器コ【星z＝駆遡

　　＿　　　　　9　　　◎律．噸画言輪コ＿ス＿＿＿＿＿．
麟謬三蚤7r罫Ψr曙霧71　　1映画を鑑賞し・評論し合い・映画のl

l学ぶ．文芸評論や創作活動を実践し1　　　腓題を生活の中にどう生かすか・1
お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　セロコニ　ロコニ　ユユヨヨ　コニまヨとさ　とニョユコヨニュヨさとヨロヨニュヨぎ　ニロヨハヨニュね

1コース誌を発行する　　　　　　鰭
圏　　　　　　。　　　　　旨　　　　　　　　　園開級式は
雛z一累器冨屡纒器翼z・累駆累呂竃竃舘コロ鷹累駆獄＝ヨ闘＝器コ駆呂罵器累讐調既濫超

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月16日休）夜7時から

申込み・問い合わせは十日町市公民館（台7遇011番）　＋日町市公民館で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～おいでください！～

　青春の仲間づくりの場

　　　　　　　　　川潜灘灘購座へ
★期　　間　昭和56年4月～昭和57年3月

★経　　費　受講料は無料、教材費は各自負担

★申し込み　川治地区公民館（E2－2223番）へ電話も可

★開講日　昭和56年4月10日夜7時～
　講座の内容

コース テ　　　ー　　　　マ 講　師 学習口

い　け　花 お花をとおして情操豊かな
生活を 大関君子

毎月

1，2，3火曜日

食　生　活 これからの食生活と料理法 松村伸子
毎月

1，2，3水曜目

レクリェー

ション

レクを通して自己表現の探
求を。グルーブワークトレ
ーニング。広報づくり。スポ
ーツや話合いで仲間づくり

必要に応じ

専門家を
毎週木曜日

　
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社
会
教

育
活
動
を
さ
か
ん
に
す
る
た
め
、
団

体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
会
場
を
無
料

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
、
公
民
館
（
十

目
町
・
中
条
・
飛
渡
・
川
治
・
下
条
）

を
学
習
、
文
化
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
社
会
教
育
活
動
に
利
用
す

申
・
・
繍
鑛
“
蔽
慕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
青

す
る
団
体
．
グ
牛
プ
．
そ
れ
ぞ
れ
の
公
若
一

民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　　　’r20歳饗醐1蝋、．1募集中〃
　成人おめでとうございます。

　「20歳」は、あなたがずっと続けてきた自己形成の旅の再出発点とは

言えないでしょうか。この機会にあなたの20歳を考えてみてください。

「20歳の記録」をつぎのように募集します、ぜひご応募ください。

●書き方　文章の上手・下手にこだわらず、自分の体験、考えをもと

　　　　に、あなたの本当の声を書くようにしてください。原稿に
　　　　はテーマ、氏名、住所、職業を明記してください。

●字数2，000字以内（用紙自由）1人2篇まで。
●その他　応募者全員に記念品を差し上げます。また、原稿は記念文

　　　　集r20歳の記録」におさめ、式当日出席者におわたしします・

●宛　先　十日町市公民館「20歳の記録」係

　青少年ホームは市内に働

く若い人たちが仕事のあと

のひとときを皆んなで憩い、

仲間をつくり、趣味やスポ

ーツ教養・技術を身にっけ

るところ。

　4月から開講する教養講
座の受講生を募集します。

（初心者歓迎）

●受講資格　市内で働く青

　年

●申し込み　定員になり次

　第に締切りますので、お

　早めに申し込みを。電話
　の申込・∫（87－8918番）

●開講式　4月7目図午後
　6時半かド）（青少年ホー
　ム講習室）

講
座
名

実
習
日

募
集
人
員

教
材
費
（
一
ヵ
月

花
　
道

第
一
第
三
木
曜
日

二
十
五
名

千
二
百
円

花
　
道

第
二
第
四
木
曜
日

二
十
五
名

千
二
百
円

茶
　
道

毎
週
月
曜
日

十
五
名

五
百
円

料
　
理

第
一
第
三
水
曜
日

二
十
名

七
百
円

料
　
理

第
二
第
四
水
曜
日

二
十
名

七
百
円

着
も
の
着
付

毎
週
金
曜
日

二
十
名

七
百
円

（瑠、謂霊召）
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昨
年
の
七
月
以
来
工
事
を
進
め
て

い
た
東
下
組
小
学
校
校
舎
、
屋
内
体

育
館
の
建
設
工
事
は
、
今
冬
の
豪
雪

の
中
で
も
順
調
に
進
み
、
十
八
日
、

喜
び
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
千
五
百
㎡
の
建
築
面
積
に
、
二
億

三
千
五
百
万
円
余
を
か
け
た
、
冬
暖

か
く
夏
涼
し
い
モ
ダ
ン
な
校
舎
で
す
．

特
に
暖
房
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
f
制

御
に
よ
る
電
気
暖
房
が
と
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
諸
里
市
長
は
「
自
分

の
で
た
学
校
に
、
自
分
の
子
供
達
を

入
学
さ
せ
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
、

学
校
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
、
生
徒
代
表

の
水
落
浩
文
君
は
「
す
き
間
風
も
入

っ
て
こ
な
い
新
し
い
校
舎
で
一
生
懸

命
ガ
ン
バ
ル
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
巳
3
『
蓼
5
曜
謬
3
竪
醒
9
8
3
5
竪
置
コ
8
謬
2
8
濫
2
8
蓼
ヨ
曜
謬
ヨ
曜
3
曜
3
曜
3
曜
3
巴
3
曜
9
巳
コ
8
コ
8
コ
曜
コ
曜
コ
曜
歪
書
謬
3
曜
コ
巴
書
置
3
曜
3
巳
3
雪
巳
3
雪
8
コ
8
3
8
謬

北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
教
育
機
器
を
寄
贈
　
渡
第
不
ー
ポ
多
ブ
ル
電
蓄
．
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
第
二
小
－
室
内
用
手
押
運
搬
車
・

　
　
　
　
　
　
　
　
1
市
内
へ
き
地
小
学
校
に
ー
　
　
　
　
六
箇
小
ー
楽
器
ピ
ア
ニ
カ
六
台
●
八

　
十
日
町
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
樋
口
金
松
会
長
）
で
は
、
毎
年
、

ク
ラ
ブ
の
創
立
記
念
日
に
、
へ
き
地

小
学
校
に
教
育
機
器
を
寄
贈
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
も
三
月
十
遍
日
の3／11（水）贈呈式

成
し
、
三
月
十
五
日
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
二
十
五
材
級
ジ
ャ

ン
プ
台
開
き
に
は
、
明
治
大
学
ス
キ

ー
部
と
津
南
中
学
校
ス
キ
ー
部
の
ジ

ャ
ン
プ
選
手
団
が
、
素
晴
ら
し
い
飛

躍
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

創
立
記
念
目
に
つ
ぎ
の
九
小
学
校
に
　
　
箇
小
ー
片
面
用
黒
板
・
真
田
小
－
校

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
器
を
寄
贈
さ
れ
　
　
旗
・
名
ヶ
山
小
ー
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
蓄

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
下
組
小
ー
理
科
用
水
槽
・
野
中
小

大
池
小
－
少
年
少
女
文
学
全
集
・
飛
　
　
ー
応
接
セ
ッ
ト
用
テ
ー
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
三
月
十
五
日
・
ジ
ャ
ン
プ
台
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

市
内
に
は
初
め
て
の
本
格
的
な
ジ
　
〆
　
　
．

ヤ
ン
プ
台
が
十
日
町
ス
キ
i
場
に
完
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
噸

　
　
の

　
町

　
　
日

　
十

　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
■

★
生
ま
れ
た
の
は
市
内
新
水
、
八
歳

の
時
、
東
京
に
転
居
。
そ
し
て
三
十

七
年
間
、
東
京
は
下
町
i
深
川
で

育
ち
、
こ
の
三
月
に
再
び
十
日
町
の

人
に
な
っ
た
の
は
、
下
条
本
町
の
山

田
俊
夫
さ
ん
（
三
十
五
歳
）
で
す
。

★
妻
の
ミ
ヨ
さ
ん
、
父
親
の
熊
三
さ

ん
、
と
も
に
調
理
師
の
免
許
を
も
つ
お

宅
。
俊
夫
さ
ん
も
、
深
川
で
十
五
年

間
、
寿
司
屋
さ
ん
を
や
っ
て
い
た
と

い
う
本
場
じ
こ
み
の
調
理
師
さ
ん
。

こ
の
三
人
の
皆
さ
ん
が
つ
く
る
料
理

は
、
他
に
は
見
れ
な
い
素
晴
ら
し
い

も
の
が
作
ら
れ
る
の
で
は
…
…
と
羨

ま
し
く
も
思
え
ま
す
。

★
「
こ
こ
に
来
て
ま
も
な
い
の
で
、

こ
の
十
日
町
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
ま

だ
ど
こ
も
見
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
落

　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
人

なりました』

赫ら～　〔10〕
町
夫
探

本
俊
京
驚
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
二
月
の

条
田
東
雪
ま
つ
り
は
・
こ
の
十
日
町
に
住
む

下
山
～

ち
着
い
た
ら
、
市
内
の
寿
司
屋
さ
ん

に
行
っ
て
、
東
京
の
味
と
十
日
町
の

味
を
比
較
し
て
見
た
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

★
例
年
に
な
い
今
年
の
豪
雪
に
つ
い

て
は
ー
「
小
さ
い
時
の
印
象
が
残
・

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
程
の
豪
雪
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
本
当
に

人
た
ち
の
心
意
気
に
ふ
れ
、
感
心
い

た
し
ま
し
た
。
」

★
「
下
条
の
青
年
た
ち
が
、
自
分
の

地
域
を
必
死
に
な
っ
て
良
く
す
る
た

め
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
聞
い
て
い
ま
す
。
私
も
一
目
も
早

く
一
緒
に
な
る
こ
と
に
専
念
し
て
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
地
域

づ
く
り
を
し
て
ゆ
き
た
い
。
」
と
抱
負

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3月29日（日）（申込・問い合わせ盈7－2493番）★十日町スキークラブ主催バッチ検定
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心
身
障
害
者
扶
養
共
済
の

噸

掛
金
を
助
成
し

鼻
嚢
鶴
糞
繋
灘
鍍
心
身

障
療
糟
を
挟
養
す
藩
砥
溝
囑
珠
し
て

髭
鋤
識
逡
撫
磯
浅
灘
響
が

死
婁
謙
灘
嚢
悠
毒
鍵
場

合
に
耀
”
、
灘
蘇
灘
騰
鍵
レ
《
鱗
祷
葬
金

を
支
給
ず
る
制
度
準
す
。

　
高
年
鈴
の
加
入
煮
ほ
妻
撫
金
が
蕩

く
な
み
た
め
、
低
所
得
盤
帯
み
か
た

を
は
じ
め
と
L
て
加
入
を
控
え
る
か

た
が
多
く
あ
り
ま
し
た
、

　
市
で
は
、
心
身
障
害
者
が
安
定
夷

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
県
め
泌
蒐
、

ま
す

捲
鷺
と
合
わ
せ
て
、
四
月
か
ら
低
所

得
世
帯
の
加
入
者
が
在
宅
隊
害
者
の

た
め
に
支
払
う
『
｝
ロ
分
の
掛
金
に
対

し
、
下
表
の
と
お
り
、
率
を
減
免
・
助

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
該
当
者
は
、
四
簿
十
四
段
㈹
ぎ
で

に
助
成
申
諭
書
を
、
市
社
恐
繊
福
祉
事

務
湧
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
．
掛
金
額
籠
っ
い
て
は
『
布

報
と
お
か
ま
ち
　
お
知
あ
せ
叛
』
二

月
二
十
五
露
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

ず
。
、
．

加入者世帯の所得区分 減免・助成率

被　　保　　護　　繊　　帯 100　％、

市　民　税雰　課税世　帯
周
7
や

，い

市　民　税均　等割　世　帯

　　　　　　　　r
5も「一

市い戻　税湧　得割世』帯 2（〉遥

所得税が32，400円までの世帯 10

　
　
　

◆
3
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
　
古

．
二
万
円
位

除
　
　
湿
　
　
器

中
　
　
古

、
二
千
円

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ト

（
セ
ミ
ダ
ブ
ル
）

〃

相
談
で

歩
　
　
行
　
　
器

〃

相
談
で

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ト

（
シ
ン
ゲ
ル
）

〃

〃

木
　
　
製
　
　
机

〃

二
千
円
位

剣
道
用
具
一
式

（
師
範
用
）
　
　
　
．

〃

七
万
円

ベ
ル
ボ
ン
V
×
泌

カ
メ
ラ
三
脚
新
品
同
様

一
万
四
千
円

角
ス
コ
　
ッ
プ

（
炭
ス
コ
ッ
プ
）

〃

二
千
円

4
月
分
乳
幼
児
検
診
目
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

4
月
8
日

　
（
水
）

午
後
－
時
蔦
分

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52
年
10
月

生
れ
の
児

域全

　
O

新
す

、
ま

し
し

止
施

中
実

を
を

談
定

相
測

。
児
体

ん
育
身

せ
の
児

ま
月
月

し
隔
力

は
ら
1
0

知
か
て

通
度
し

人
年
と

個
今
規

－
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
10
日

〆
金
）

午
後
－
時
1
5
分

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

54
年
1
0
月

生
れ
の
児

育
児
学
級
並

び
に
4
カ
月

児
　
検
　
診

4
月
15
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
－
時
30
分

市
民
会
館

蕊
年
12
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

4
月
23
日

　
（
木
）

午
後
－
時
30
分

～
3
時

市
民
会
館

茄
年
6
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

ゴ
ミ
収
集
日
が

　
　
　
　
　
　
　
変
更
に

　
四
月
か
ら
ゴ
ミ
収
集
日
が
変
更
に

な
り
ま
す
。
も
う
一
度
ゴ
ミ
収
集
計

画
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

一
歳
六
カ
月
・
三
歳
児
検
診
の
時
は
歯
み
が
き
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
十
六
日
困
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
高
田
町
六
丁
目
の
一
部

▼
四
月
十
七
日
働
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
　
西
寺
町
、
七
軒
町
、
関
口

樋
口
町
、
加
賀
糸
屋
町
の
各
一
部

　　　献血日程一
と　き　4月15日（水）

　　　　〈午前10時～午後3時＞

ところ　十日町市役所

と　き・4月16日（木）

　　　　〈午前10時～午後3時〉

ところ　関芳織物㈱

一明日といわず今献血しましょう

4
月
の
休
日
救
急
医

5
日
　
山
口
医
院
（
ド
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
　
奮
5
の
2
0
0
3
番

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
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2
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…
1
9
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）

　
　
　
　
　
行
8
の
2
0
3
9
番

　
　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

…
2
6
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

　
　
　
　
　
　
密
2
の
3
2
7
6
番

…
2
9
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

…
（
天
皇
誕
生
口
）
行
2
の
2
5
8
1
番
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O
－
・

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
た
さ
い
：

－
O

五
月
九
日
～
十
二
日

コ
モ
市
公
式
親
善
使
節
団
来
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ス
パ
リ
ー
ノ
市
長
を
団
長
に
ー

コモ市での公式レセプション（55。10）

　
十
日
町
市
の
姉
妹

都
市
、
イ
タ
リ
ア
国

コ
モ
市
か
ら
、
ス
パ

リ
ー
ノ
市
長
を
団
長

と
す
る
公
式
使
節
団

が
、
五
月
九
日
～
十

二
目
ま
で
、
初
め
て

来
市
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
コ
モ
市
は
、
イ
タ

リ
ア
の
最
北
端
、
ス

イ
ス
の
国
境
に
ほ
ぼ

接
し
て
い
る
人
口
約

八
万
人
の
都
市
で
、

主
産
業
は
、
当
市
と

同
じ
伝
統
的
な
絹
織
物
で
す
。

　
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結

ん
だ
の
は
、
昭
和
五
十
年
二
月
で
す

が
、
前
後
し
て
、
十
日
町
市
絹
織
物

親
善
使
節
団
の
訪
問
（
四
十
八
年
九

月
）
、
雪
ま
つ
り
に
コ
モ
市
か
ら
来
市

（
四
十
九
年
二
月
）
、
東
京
で
の
コ

モ
物
産
展
（
五
十
年
十
月
）
、
十
日

町
織
物
組
合
代
表
団
コ
モ
市
訪
問
（
五

十
二
年
二
月
）
、
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
演
奏
家
来
市
（
五
十
三
年

十
一
月
）
、
十
日
町
市
公
式
使
節
団

訪
問
（
五
十
五
年
十
月
）
、
ト
リ
オ

・
デ
・
コ
モ
演
奏
会
（
五
十
六
年
三

月
）
と
親
善
交
流
が
続
け
ら
れ
て
き

　
　
齢

　
　
舗

市民と語る日
一5月1日を2日に変更一

日
時
　
五
月
二
日
（
土
）
午
後
三
時
～
七
時

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室

　
毎
月
一
日
に
実
施
し
て
い
た
市
民
と
語
る
日

は
、
二
日
に
変
更
し
て
行
い
ま
す
。
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
と
ご
連
絡

は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
行
七
⊥
一
二
二
番

内
線
二
三
六
）
へ
．

　
　
贈
懸
騨
　
・
、
、
　
、
　
　
講
，

コモ市親善使節団来市記念

今井久仁恵甥」
　　　　　　～日本とイタリアを歌う～

　　　　　　　　　●日時
　　　　　　　　　　　5月9日（土〉
　　　　　　　　　　　PM6：30～8：00（6：00開場）

　　　　　　　　　●会場
　　　　　　　　　　　市民会館ホール

　　　　　　　　　●入場券
　　　　　　　　　　　800円（全席自由）

　　　　　　　　　　　市内プレイガイドと各地区

　　　　　　　　　　　公民館で

　　　　　　　　　●主催
　　　　　　　　1　＋日町市

　　　　　　　　　　　十日町市民コンサート協会

〈プログラム〉

波浮の港、さくら貝の唄、落葉松、浜千鳥、約束、あ

る晴れた日に、帰れソレントヘ、マンマ・カタリー他

　※ピァノ独奏……ポロネーズ（ショパン）、リゴレッ

トのパラフレーズ（リスト）

〈フ。ロフイール〉

　今井久仁恵……マドリッド国立音大声楽科を首席で卒

業、1958年、オペラのメッカ・イタリアのミラノに留学・

世界各国で公演し、彼女の歌う「蝶々夫人」は定評があ

る。日本が生んだ世界的なオペラ歌手。

　広瀬宣行（ピアノ）……東京音大ピアノ科卒。永野静

枝、天地真佐雄の各氏に師事。将来をしょく望される新

進ピアニスト。

ま
し
た
。

　
コ
モ
市
の
公
式
親
善
使
節
団
を
初

め
て
迎
え
る
た
め
、
コ
モ
市
親
善
使

節
団
歓
迎
委
員
会
（
委
員
長
　
諸
里

市
長
）
を
組
識
し
て
、
歓
迎
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
滞
在
中
の
日
程

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

五
月
十
日
　
午
前
九
時
四
十
分
、
北

越
鼓
笛
隊
の
先
導
で
パ
レ
ー
ド
し
市

民
会
館
へ
、
午
前
十
時
、
成
人
式
出

席
、
十
一
時
、
き
も
の
ま
つ
り
出
席
、

昼
食
（
桐
屋
さ
ん
宅
で
）
、
午
後
二

時
～
四
時
、
歩
行
者
天
国
に
参
加
、

そ
の
後
、
武
道
館
、
博
物
館
視
察
、

七
時
、
市
主
催
晩
さ
ん
会
（
丸
栄
会

館
）五

月
十
一
日
　
午
前
九
時
、
公
式
レ

セ
プ
シ
ヨ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
（
市
役
所
）

十
一
時
、
十
日
町
・
ー
ダ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
コ
モ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
姉

妹
・
ー
タ
ー
の
調
印
式
．
そ
の
後
昼

食
。
午
後
は
、
織
物
工
場
見
学
と
十

日
町
中
学
校
視
察
、
六
時
三
十
分
か

ら
民
踊
流
し
に
参
加
、
八
時
、
商
工

会
議
所
、
織
物
組
合
、
・
ー
タ
リ
ー

主
催
晩
さ
ん
会
（
体
育
館
）

五
月
＋
二
日
　
午
前
十
一
時
、
織
物

組
合
表
敬
訪
問
、
求
評
会
視
察
、
昼

食
の
あ
と
帰
国
。

　
滞
在
期
間
中
に
は
、
イ
タ
リ
ア
に

長
期
間
滞
在
し
、
コ
モ
市
の
事
情
に

も
詳
し
い
世
界
的
な
オ
ペ
ラ
歌
手
、

　
「
今
井
久
仁
恵
リ
サ
イ
タ
ル
（
九
日

夜
・
市
民
会
館
）
」
や
「
イ
タ
リ
ア

展
（
九
日
～
十
一
日
、
旧
小
島
百
貨

店
跡
ご
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
歩
行
者

天
国
や
民
踊
流
し
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

は
か
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
昨
年
十

月
合
意
さ
れ
た
若
者
の
親
善
交
流
も

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
歓
迎
を
お
願
い
し
ま
す
．


